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大管長会メッセージ

救 い

家族で取 り組む事業

大管長

エズラ ・タフト ・ベンソン

永
遠の見地 に立って見れば，救いは家族で取 り組む事業です。神は親 に，

子供を養育する責任をお与 えにな りました。 この責任は，最 も神聖な責

任です。

今 日，私たちを取 り巻 く社会 には様々な問題があります。中で も目立つのは，

性倒錯，同性愛，麻薬，アルコール中毒，破壊行為，ポルノグラフィー，暴力

などです。

このような容易ならぬ問題 は，みな，家庭の失敗の産物です。世の初 めから

神が打ち立てられた原則 と，その原則 を踏み行なうことを軽視した結果，起 き

てきた問題なのです。

世の親たちの中には幸福 と成功 を得るために主が与 えて くださった原則から

離れている人々がいます。 また，今や世界中の多 くの家族が問題にあえぎ，傷

を負っている有様です。家族に対する責任 を放棄 し， とらえどころのない，い

わゆる 「自己充足」を追い求める親が少な くありません。また，親 としての責

任を放 り出して物欲に身 をゆだね，子供のために自分の楽しみを後 回しにする

のを渋 る親す らいるのです。

私たちは，今，人間の価値観 によって家庭を作 り変 えようとする謀略が巡 ら

されていることに気づかなければなりません。テレビや映画に描かれる家族や

愛のあ り方が，神の戒め とは正反対であることも， よくあります。

互いに愛し合 っている夫婦であれ

ば，愛と誠実さは，相関関係にあ

ることに気づくはずである。そし

て，この愛が，子供の情緒をはぐ

くんでいく。
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子供が余暇を健全で有益なことに用いるよう，建設的な

態度で導かなければならない。家族は，共に働き，遊ぶ

時間をもっと増やす必要がある。

今 日の社会では，聞こえのよいキャッチフレーズが罪
かんいん

深い行為を正当化するために用いられています。姦淫や

同性愛を 「性 の自由」，堕胎を 「選ぶ 自由」，婚外交渉 を
「有意義な関係」 と言 ってみた り 「自己の充足」 と言 っ

てみたりといった具合です。

この傾向が続 けば，若者 の情緒障害，離婚， うつ病，

自殺などは増える一方でしょう。

家庭 は，永遠の価値のある事柄 を教 える最適の場所で

す。家庭生活が堅固で，イエス ・キリス トの福音 の原則

とその実践に基づいていれば，このような問題 は，そう

簡単 に起 こることはあ りません。

3つ の原則

私が皆 さんにお伝 えしたい と思っているメッセージは，

家庭に愛 と安 らぎ，幸福 を約束する，神が定められた原

則に立ち返ることについてです。幸せで強い家族関係を

築 くための3つ の原則 についてお話 ししたいと思い ます。

第1に ，夫婦 は目標，望み，行動において正 しい思い

を持 ち，しか も一致 し，ひ とつ とならなければな りません。

結婚は神のみ前に取 り交わされる神聖な誓約であると

いう認識がなければな りません。夫婦 はお互いに対 して

だけで はな く，神 に対 しても義務 を負っているのです。

神は，その誓約 を重んじる夫婦に祝福 を約束され ました。

愛 と信頼，平安のためには，結婚 の誓約 を固 く守 るこ
かんつ う

とがぜひ とも必要です。神は姦通 をはっきり禁 じてお ら

れます。

互いに愛 し合っている夫婦であれば，愛 と誠実さとは，

相関関係にあることに気づ くはずです。そして， この愛

が，子供の情緒をは ぐくんでい くのです。家庭生活は，

幸福 と喜びに満ちたものでなければな りません。子供が

過去を振 り返るとき，心温 まる思い出や交わ りが思い浮

かんで くるようでなければなりません。

夫婦の関係を維持す るには，ぜひ とも忍耐 と自制が必

要です。夫婦は，言葉 と感情を抑 えることを学ばなけれ

ばな りません。

家庭での祈 り，また夫婦がふた りでする祈 りは，皆 さ

んのきずなを強 くすることでしょう。そしてお互いの考

えや望み，意見がだんだん とひとつになっていき，やがて

は同じ目的，同 じ目標 を目指す ようになることでしょう。

導きと助 けを受 けられるよう，主，予言者の教 え，そ

して聖典に信頼を寄せて ください。特に見解の相違が深

刻 になった り，問題が持ち上が ったりした ときには，そ

うすることが大切です。

逃避するのではな く，共に難関を乗 り越えるときにこ

そ，霊的な成長が得 られます。今 日の社会では，むやみ

に個人主義が強調されていますが，それはエゴイズムや

分裂 を助長するばか りです。「一体 となる」 ようにとい

う主の教 えは，今 日もなお生 きてい ます。(創 世2：24

参照)
ひ けつ

幸福な結婚 の秘訣は，神 に仕え，また夫婦が互いに仕

え合 うことにあります。結婚の目標は，個人の成長だけ

でな く，一致，すなわち夫婦がひ とつとなることにもあ

るのです。一見矛盾 しているように感 じられ るか もしれ

ませんが，相手 に仕 えれば仕えるほど，自分 自身の霊性

が高 まり，情緒的にも成長することがで きるのです。

第2は ，主の愛 と教 えによって子供たちを育 てること

です。

今 日のような世の中で，心の明 るい温和な子供 を育て

ることは，生易 しいことではありませんが，で きない こ

とではありません。現にそれをしている親 はいます。
おのれ かぎ

親が己の責任 を自覚すること，それが鍵 とな ります。

子供にとって何 にも増 して必要なのは，自分が愛され，

必要 とされ，価値 を認められていると心で感 じ，理解す

ることです。子供 たちは，このことを繰 り返 し確信する

必要があ ります。 これは，明 らかに両親が果たすべ き務

めです。そして最 も頻繁に，最善の方法で この務めを果

たせ るのは母親 なのです。

子供 は，永遠 という視点から見て，自分が どのような

存在であるかを知 る必要があ ります。そして，自分 には

永遠の父なる神がついていて くださり，その方に頼 り，

祈 り，導 きを受けることがで きると知ってお く必要があ

ります。 また， 自分が どこか らやって来たのか，人生の

意味は， 目的は何 なのかを知ることも大切です。
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親は，自分の子供を，福音の儀式，すなわちバプテスマ，

確認，神権への聖任，そして神殿結婚の儀式に向けて備

えるよう命じられている。

祈ること，主 を信頼 して導 きを求めること，受けた祝

福に感謝することを，親 は子供に教えなければな りませ

ん。子供たちが まだ小 さかったころ，ベ ッドの傍 らにひ

ざまずいて， どう祈ったらよいか教えた時のことが思い

出されます。

また親は，善悪を見極 めることも教 えなければなりま

せん。子供は神 の戒めを学ぶ ことができます。 また，学

ばなければな りません。盗み，うそをっき，人 をだまし，

むやみに人の物 を欲 しがるのは悪であることも，学ばな

ければなりません。

さらに，労働 について も家庭で学ぶ必要があ ります。

正直に働 くならば高潔さと自尊心が得 られ ることも，学

ぶ必要があ ります。また，労働 と良い働 きに伴 う喜びに

ついても学 ばなければなりません。

また，余暇を健全で有益な ことに用いるよう，建設的

な態度で導かなければなりません。 またテレビの見過 ぎ

は有害です。

家族 は，共に働 き，遊ぶ時間をもっと増やさなければ .

いけません。家庭の夕べを毎週開 くようにして ください。

そして，福音の原則について語 り合った り，遊んだ り，

家族みんなで家の仕事をしたりするとよいで しょう。 ま

た，寸劇 をした り， ピアノを囲んで歌った り，ゲームを

した り，特別に作ったおやつを食べたり，家族全員でお

祈 りしたりして ください。 このような活動は，家族をあ

たかも鉄の鎖のように，愛 と誇 り，家風，力，そして忠

実 さで結び合わせます。

安息日には，家族そろって聖典 を勉強することを習慣

にしましょう。

毎日家族が集まって，聖典 を読んだ り，賛美歌を歌っ
ささ

た り，家族の祈 りを捧 げたりするひとときを持つのもよ

いでしょう。

第3に ，親は，子供が福音の儀式 を受けられるように

教えなければなりません。

家庭で教 える最 も大切な事柄は，霊にかかわる事柄で

す。両親 は，自分の子供たちを，福音の儀式，すなわち

バプデスマ，確認，神権への聖任，そして神殿結婚の儀

式に向けて備えるよう命 じられています。 また，安息日

きよ

を尊び，大切 にし，聖 く過 ごすことも教 えなければなり

ません。 とりわけ大切な親 の役割 は，子供 たちに何にも

増 して永遠の生命 を得たい という希望を持たせ，熱心に

その目標 を追い求めるようにさせることです。

永遠の生命は，福音の律法 と儀式に従 ったときに初め

て得 られるものです。

両親がみずからその救いの儀式に伴 う誓約 に従 い，神

殿結婚の模範を子供たちに示すならば，自分たちの結婚

生活を幸福なものにするだけにとどまらず，やがては子

供たちもその模範に従 うようになるでしょう。

そのような家庭 を築 く両親 は，主が言われた ように

「祈 りの家，断食の家，信仰 の家，学問の家……秩序の

家，神 の家」(教 義 と聖約88：119)を 築 くのです。た と

えどんなにつましく貧しい家庭であって も， そのような

家族 には愛 と幸福，平安，喜びが満ち満ちていることで

しょう。そして，子供 たちは正義 と真理のうちに成長 し，

主に仕えたい という望みを持つようになるでしょう。

家庭生活 とい う喜びを与 えて くださったことを，神に

感謝 しましょう。何度 も申しあげてきましたが，良い家

庭な くして真の幸福 はあり得ません。人生で人に最 もす

ばらしい感化を与 えてくれる場所，そして，最 もすばら

しい人 と人 との交わ りを教 えて くれる場所，それは家庭

なのです。□

話 し合いのポイン ト

1.救 いは家族で取 り組む事業である。神は親に，子

供 を養育する責任 をお与えになった。

2.神 は，家庭 に愛 と安 らぎ，幸福 を約束する原則 を

定められた。

●夫婦は，お互いに対 して，また神 に対 して仕えなけ

ればな らない。

●子供たちは，主の愛 と教 えによって育てられ るべき

である。

●親 は，子供が福音 の儀式 を受 けられるように教 えな

ければならない。
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「か わ い い 人 ね
。で も ・・・… 」

ドロ シ ー ・リー バ イ ・二 一 ル セ ン

幸いなことに，夫の母は息子が理想的な女性と結

婚する ことを求めて はいません で した。彼女 は，

す ぐに私を気に入 って くれま した し，私のすべ て

を無条件 に受け入れ てくれま した。

背
の高 い金髪 の女 性 で はな く，私

を結婚 相手 に選 んだ ことを， 夫

が 自分 の母親 に告 げた時 の こ とです 。

彼 女 は冗 談 で こ う答 え ま した。 「か わ

いい人 ね。 で も背が ち ょっ とあな た と

つ り合 わ ないか し ら。」

それ 以来 ， この こ とは私 た ち夫婦 の

間で笑 い の種 にな っ てい ます。 ハ ンサ

ムで， い つ も最 高 の成績 を収 めて い た

息子 と人生 を共 にす る女性 として， 確

か に私 には い くらか 「つ り合 わ ない」

点が あ った と思 い ます。彼 女 は息子 を

医学 学校 へ通 わせ るた めに， また理 想

的 な男性 に育 て るた め に，牛 や羊 ，また

それ らか ら得 た生 ク リー ムや 羊毛 を売

る仕 事 を して犠牲 を払 って きた ので す。

しか し，幸 いな ことに，彼 女 は息子

が理 想 的 な女性 と結婚 す る こ とを求 め

てい るわ けで はあ りませ んで した。義

母 は， す ぐに私 を受 け入 れ， 気 に入 っ

て くれ ま した し，私 の すべ て を無条 件

に受 け入 れて くれ ました。

結婚 式 の前 に開 かれ たパ ー テ ィーで，

義 母 は，息 子 が独 り立 ち で きる よ うに

結婚生 活 に は一 切干 渉 しない と言 い ま

した。 そ して 実際 そ の とお りに した の

で す。 息子 が おい しい栄 養 あ る食 事 を

取 って い るか どうか を確 か め よ う と，

定期 的 に温 か いス ー プ を持 っ て来 る よ

うな ことは あ りませ んで した し，息 子

のた め に歯 医者 の 予約 を取 った りもし

ませ んで した。

彼 女 は， いつ も私 の誕 生 日を覚 えて

い るわ けで はあ りませ ん で したが ， そ

れ以上 の こ とを して くれ ました。 私 の

ことをい つ も心 にか け，最 も価 値 ある

贈 り物 を くれ た ので す。 それ は， 義母

が私 に寄 せ て くれた信 頼 です 。義 母 は，

私が 夫や 子供 た ち と共 に しっか りした

家庭 生活 を送 れ る と信 頼 して くれ てい

た のです 。

家 の飾 り付 けや家 具 につ いて ，義母

か らア ドバ イ ス を もらっ た覚 え はあ り

ませ んが，彼 女 は ソフ ァの色 や 家具 の
ほ

配置 につ いて よ く褒 めて くれ ま した。

あれ は， いす をひ とつ購 入 した時 の こ

とです 。次 第 に その色 が気 に入 らな く

な りま した。 す る と， 彼女 は， も し自

分 の家 の いす の色 の方 が好 み に合 うな

ら，交 換 して もよい と言 って くれ まし

た。

彼女 は， こち らか ら頼 まない限 り，

子 供 の しつ けにつ いて も口 を挟 む こ と

はあ りませ ん で した。理 想 的 な子供 の

数 につ い て，意 見 を求 め た こ とが あ り

ます。 す る と彼 女 の答 えは，夫 と共 に

主 の導 きを求 め るのが 何 よ りで あ る，

とい うこ とで した。

義母 は， 新 しい ピア ノや車 ， カーペ

ッ トな ど，私 た ちが購 入 した物 にっ い

て意見 を言 った りは しませ んで した。

彼 女 が家 に来 た とき話 題 にな るの は，

私 たち の子供 や いす の こ とで した。彼

女 が亡 くな るず っ と以 前 に 日記 に書 い

た こ とで す が，私 は彼 女 が親 族 の だれ

か につ いて悪 く言 うの を聞 い た こ とが

あ りませ ん。 きっ とだ れか に私 の こと

を悪 く言 った り，私 の家 族 の秘 密 を漏

らした りも しなか った で し ょ う。 そ う

思 うと安 心 しでい られ ました。

義 母 は， 私 た ちのた め に時間 を割 い

て くれ ました。 私 た ちの音 楽 を聴 き，

冗談 を聞 いて笑 って くれ ま した。 い つ

も私 たち の強 い味 方 にな って くれ まし

た。彼 女へ の愛 を示 す た め に， 義務 的

に回数 を決 め て訪 問 した り，電 話 をか

けた りす る必 要 はあ りませ んで した。

私 た ち は行 きた い と思 った時 に彼 女 を

訪 問 しま した。 なぜ な ら本 当 に彼 女 に

会 い たか っ たか らで す。

義母 が 年老 い た未亡 人 とな ってか ら

は， 時間 が たつ の を遅 く感 じる ようで

した。私 た ちが 久 し振 りに訪 問 す る と，

玄 関 で 「まあ， うれ しいわ。 また来 て

くれ て」 と言 って迎 えて くれ た もので

す。 また休 日に彼女 を うちに招待 した

と き， すで にほか の家族 か ら も招待 さ
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高ぶ りを捨 て る

C・ リ チ ャ ー ド ・チ デ ス タ ー

けんそん

謙遜こそ幸せな人生と結婚生活に欠かせない要素です。

ふ
た りの結婚 生活 は もう救 い よ う

が な いの だ と彼 ら は言 い ま した。

しか も， 離婚 に向 けて最後 の準備 に入

って い る とい うので す。

結婚 カ ウ ンセ リング も受 けた こ とが

あ りま した。 しか し，民 間 のカ ウ ンセ

リング で は，ふ た りの関 係 は良 くな る

ど ころか悪 くな る一 方 で した。謙 遜 に

な って行 ない を変 え よ う とせず ， む し

ろ自己 中心 的 に なっ た り権利 を主張 し

た り とい った枝 葉末 節 的 なテ クニ ック

を教 え られ ，互 いの破 壊 的 な行 動 を助

長 させ て きた ので す。

このふ た りは悪 い人 た ちで はあ りま

せ ん。 た だ，人 を思 うよ うに動 か す た

め に， 強要 した り，批 判 した り， 支配

した り，命 令 した りす る とい う競 争社

会 の行 動 や態 度 に と らわ れ て し まった

のです 。互 い に責 任 をな す り合 い，相

手 を変 え よう と脅 した り，罰 した りと

この夫婦は神殿に参入して共にへりく

だり，なくしたと思った愛を再発見し

ました。

い う過 ち を犯 して きま した。

私 は この夫婦 と率 直 に話 し ました。

ふ た りが いか に独善 的 で， 相手 へ の非

難 で凝 り固 まっ てい るか， 彼 らが理 解

で きる よ うに助 け よ うと努 め ました。

個人 として も夫婦 と して も，私 たちが

直面 す る問題 はお もに霊 的 な原因 によ

る もので あ る こ とを説 明 しま した。 っ

ま り， 問題 は，福 音 の原則 に従 わな い

結 果 として生 じる こ とを説 明 したの で

す。 さ らに， 相手 の行 動 を直 接支 配 す

る こ とはで きな い のだか ら， 自分 の態

度 を問題 に す る必 要 が あ る こ とも話 し

ました。

初 め て私 の も とを訪 れて か ら， この

夫婦 は共 に神 殿 に参 入 しま した。 日の

栄 の部 屋 で， ふ た りは 相 手 で はな

く それ ぞれ 自分 が， どん な過 ち を

犯 して きたの か教 えて くれ るよ うに，
ささ

静 か に天 父 に祈 りを捧 げ ま した。神 は

慈悲 を もって彼 らの祈 りに こた え られ ，

ふ た りは受 けた啓 示 に よって謙 遜 に な

り，心 を和 らげ ま した。神殿 の近 くに

住 み なが ら長 い間 参入 してい なか った

ふ た りは， 祈 りの答 えが あ ま りに惜 し

みな くはっ き り と与 え られ た こ とに驚

き，天 父 の慈 悲深 さに感 嘆 した ので し

た。

今 こそ この夫婦 は， 結婚 生 活 の修復

に向 か って ス ター トで きるので す。 ふ

た りは互 い に責 め るの をや め， 自分 自

身 の悔 い改 め に思 い を向 ける よ うにな

りま した。相 手 を責 め るの は この世 的

な方 法 で あ り， 主 の方法 で は ない と悟

っ たの です。 同時 に，聖 典 を読 み定期

的 に心 か らの祈 りを捧 げ てい なか った

こ とに も気 づ き， 高ぶ りの罪 に陥 って

い た こ と も理解 で きま した。

ふ た りは，今 まで利 己的 で， 自分 の

こ としか考 えて いな か ったた め に， そ

れ ぞれ の利 益 がぶ つ か り合 い， 結婚 生

活 で の一致 を実現 で きなか った とい う

事 実 に打 ちひ しが れ ました。親 の悪 い

模 範 に よって ，子 供 た ちに も悪影響 を

及 ぼ して きた こ とに も気 づ いた のです 。

この夫婦 が 謙遜 にな り，失 っ た と思
ま

った愛 を取 り戻 す過程 を 目の当 た りに

す るの は，実 に感 動 的 な経験 で した。

一致の実現

結婚生活ではぶたりの関係を第一と
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し， 自分 を第 二 にす べ きです 。 これ は，

自分 の ことを忘 れ なけれ ば な らな い，

とい う ことで はあ りませ ん。 文字 どお

り2番 目 に しな さ い とい う意 味 です。

結婚 生活 で は，一 致 し，協 力 し合 う こ

とを 目標 にすべ きなので す。

この時 代 に， 主 はア ダム とイ ヴ に与

え られ た同 じ戒 め を私 たち に も与 え ら
も

れ ま した。 「人 各々 一人 の妻 を有 つ こ
ただ しか

とは義 し。而 して この二 人 の者一 体 と

な るべ し。 すべ て これ は， この世 の造
かな

られ たる 目的 に適 わ ん ため な り。」(教

義 と聖約49=16。 創世2：24参 照)

主が私 たち に望 んで お られ るの は，

神殿 で 結婚 す るだ けで な く， 結婚 生活

で一 致 を実現 す る ことなの です 。 この

一致 をは ぐ くむに は
， まず， 謙遜 にな

って， 自分 の欠 点 に 目を向 け， それ を，

主 に対 す る信 仰 と悔 い改 めを通 して取

り除か な けれ ばな りませ ん 。

自分自身を知る

結婚 す るや否 や， 私 た ち は今 まで知

らなか っ た 自分 を見 い だ し始 め ます。

若 い帰 還宣教 師 だ った ころの 自分 を思

うと， 恥ず か し くな ります 。 当時 の私

は， 自分 は この上 な く霊 的 で， キ リス

トの よ うだ と思 ってい ました。 忍耐 強

く，何 事 に も耐 え， 親切 で あ る と自負

して い ま した。

そ して結婚 生 活 に入 りま した。 自分

に は学 ぶ べ き多 くの事柄 が あ るの を ほ

どな くして知 りました。 最初 の子供 が

生 まれ， 自分 に どれ ほ ど忍耐 心 が足 り

な いか わか りま した。妻 の キ ャ シー と

の関 係 で は， 自分が 無意 識 に この世 の

教 え を信 じて いた ことに も気 づ き まし

た。 「自分 を守 れ」 「そん な我 慢 は必 要

な い」 「引 き下 が る の は弱 さ の し る し

だ」 とい う よ うな教 えです 。 ほか の ほ

お(マ タイ5：39参 照)を 向 け， 誠 実 に

キ リス トの福 音 に生 き るキャ シー の模

範 は， キ リス トの弟 子 で あ る とは どう

い うこ とか 自分 が あ ま りに も理 解 して

い なか っ た と， 思 い知 らされ ま した。

自分 に つい て知 らな けれ ば な らな い

点 の多 くは， あ ま り好 ましい もの で は

あ りませ ん。 しか し， 自分 の弱 さを知

り， チ ャレ ンジ に立 ち向か う経 験 を経

て こそ，私 た ち は人 格 的 に成長 し， よ

リキ リス トの ように な る ことが で きる

のです 。結婚 す る こ とと親 にな る こ と

ほ ど， 心 か らの祈 り と断食 ， そ して魂

の奥 底 を見 つ め直 す悔 い改 め が必 要 と

され る こ とはあ りませ ん。 そ うしな け
はんりよ

れ ば親 と して， 伴侶 として合格 点 に は

達 し得 な いの です 。

二一 ル ・A・ マ ックス ウ ェル長 老 は

次 の よ うに言 っ て い ます 。 「家 庭 生 活

のプ レ ッシ ャー とは， あ るが ままの 自

分 が あ らわ にな り，弱 さが さ らけ出 さ

れ る ことです。 その上 で， で きれ ば弱

さ を改 善 す る ように努 力す るので す。

・む きだ しの利 己心 と向 き合 い
，礼

儀 の必 要 な こ とを痛感 し， 傷 つ きなが
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らも相 手 を赦 し， 相手 の気 分 に影 響 さ

れ なが らも， なぜ 私 た ち は ときに傷 っ

け合 うのか， 多少 な り とも理 解 し合 う

こ との繰 り返 しです 。 ……家 庭 は， 互

い に公 私 両面 にわ たっ て行 動 を一 致 さ

せ，生 活 の 中の偽 善 を減 ら して ， キ リ

ス トの教 えに一層 近 づ くた めの大 きな

機 会 を与 え て くれ ます。」(「エ ンサ イ

ン」1972年2月 号 ，p.7)

高ぶりの邪悪な支配

結婚 して親 にな り， 自分 の弱 点 を発

見 し始 め る と，攻 撃 に転 じて， 不幸 を

相 手 ， つ ま り自分 の親 や配偶 者 ， また

子 供 や状 況 のせ い にす る誘 惑 にか られ

るこ とが あ ります。 しか し， 相手 を責

め る こ とをや めな けれ ば，私 たち は高

ぶ りの邪 悪 な支配 の と りこに なっ て し

まうので す。

高 ぶ りに関 して述 べ られ た重 要 な説

教 が あ ります。 エ ズラ ・タフ ト ・ベ ン

ソン大 管 長 は次 の よ うに語 りま した。

「高慢 は至 る所 に見 受 け られ る罪 で あ

り， 大 きな悪 で す。 … …高慢 は シオ ン

の大 きな つ まず き の石 で す。」(『高 ぶ

りを心 せ よ』 「聖 徒 の道 」1989年7月

号，P.7)

結婚 カ ウンセ ラー と して私 は，高 慢

こそ現代 社会 にお いて 多 くの結婚 を失

敗 に終 わ らせ てい る真 の原 因で あ る と

信 じて い ます。 しか し， 書店 の棚 に並

ぶ一 般 向 けの結婚 に関 す る本 を見 て も，



自分について知らなければならない点の多くは，

あまり好ましいものではありません。

しかし，自分の弱さを知り，チャレンジに立ち向かう経験を経てこそ，

私たちは人格的に成長し，よりキリストのようになることかできるのです。

結婚 生活 を改 善 す る方法 の リス トの上

位 に 「謙 遜」 の2文 字 は見 つ か りませ

ん。

ベ ン ソン大 管 長 は高慢 の中心 を成 す

の は敵対 心 ，す な わ ち神 と同胞 に対 す

る敵 対 心 であ る と言 って い ます。高 慢

な人 は 自分 の力 で万 事 を行 な お う とし，

神 に もほ かの だれ に も指図 され る こ と

を よし と しませ ん 。へ りくだ って柔 和

な心 を保 つ よ り， 高慢 にな って 自分 の

力 を誇 って い るのです 。

そ の よ うな状 態 に あ る間 は聖霊 の影

響 か ら心 を閉 ざ して い るた め， だれ も

その人 を助 け る ことがで きませ ん。心

をか た くな に して聖霊 の招 きを拒 絶 し

てい るか らです。 自分 の弱 さや過 ち か

ら学 ぼ う とせ ず， 自分 の真 実 の姿 か ら

目 をそ む けてい るか らで す。 自分 の弱

さ を直 視 して そ こか ら成長 しよ うと し

ない で，人 と争 い， 責 め， あ るい は現

実 か ら逃 げ出す こ とを選 ん でい る ので

す。

この世 は高慢 の種 を絶 え間 な く私 た

ち に植 えつ け てい ます。 その激 しさ に

は背 筋 が寒 くな るほ どです。 人 はいつ

も他 人 よ り勝 れ ，一 番 に な り， 成功 者

にふ さわ しい身繕 い をす る よ うに教 え

られ て い ます。 この世 の大部 分 は， 競
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争原 理 に基 づ いて機 能 して い ます。人

と比 較 し，競 争 す る こ とに よって， 多

くの人 々 は高慢 にな って い くのです 。

ベ ン ソ ン大 管 長 は こ う言 い ま し た。

「高 慢 な人 は
， 自分 の知 性 ， 意 見， 仕

事 ，財 産， 才能 な ど， この世 的 な尺 度

を もって張 り合 い， すべ ての人 を敵 に

まわ し ます。」(『高 ぶ りを心 せ よ』p.

5)

私 た ちは皆 ，高 慢 な態度 を身 につ け

て し まって い ます 。高 慢 で ない と思 う

人 が いれ ば， そ れ はすで に ひ ど く高慢

な態度 で あ る とい え まし ょ う。 この霊
がん

の癌 は様 々 な症状 を呈 し ます 。 た とえ

ば，粗 探 し， うわ さ話 ， 中傷 ，不 平，

ぜ い た く， そね み， む さぼ り，忘 恩，

称 賛 の言 葉 の欠如 ， 不寛 容， しっ とな

どで する その行 き着 く先 は， 利 己主義 ，
れんびん

自己憐 欄 ，争 い， この世 的 な 自己 の実

現 ，恨 み， 自己 弁護 ，赦 しの拒否 ，罪

を認 め悔 い改 め よ う としない姿 勢で す。

お そ ら く，結婚 生 活 や家庭 ほ ど この

よ うな 問題 が現 わ れや す い場 はな いで

し ょう。

ベ ン ソン大管 長 は 「私 たち は高慢 を

克服 して器 の 内側 を清 め な けれ ばな り

ませ ん」 と言 い ま した。 そ して，大 管

長 が いみ じ くも語 った よ うに， 謙遜 に

な る こと こそ高慢 の最 善 の治療 薬 な の

で す。 大管 長 はまた， へ り くだ るに は，

人 を自分 自身 の よ うに尊 び，勧 告 と懲

罰 を受 け入 れ ， 自分 を傷 つ けた人 を赦

し，無 私 の奉 仕 を行 な い，伝 道 に出 て，



もっ と頻繁 に神 殿 に参 入 し，罪 を告 白

して悪 を捨 て，神 によ って生 まれ ，神

の み こ ころに服 従 して，神 を第一 に し

た生 活 を築 きあ げ る こ とが必 要 だ と指

摘 して い ます。神 を第1に す る こ とは

謙遜 に不 可欠 な要素 な ので す。(『高 ぶ

りを心 せ よ』pp.4-7参 照)

謙遜になる

モ ルモ ンは 「その心 が謙 遜 で柔和 で

〔な けれ ば〕神 の み こ こ ろに か な わ な

い」(モ ロナ イ7：44)と 教 え ま した。

柔和 とは忍耐 強 く穏 やか な ことです。
ごうまん

謙遜 さ とは この世 的 な高 ぶ りや傲 慢 さ

のない状 態 を言 い ます。 そ の よ うな謙

遜 は， 自分 を正直 に見 つめ， 不完 全 さ

と，改善 の必 要性 を認 め させ て くれ ま

す 。 アルマ は 「自分 の足 らな い こ とを

い つ も神 の 前 で 告 白 せ よ」(ア ル マ

38：14)と 勧 告 して い ます。 そ うす れ

ば，健 全 な，神 のみ こ ころ に添 った悲

しみ を感 じて， ま こ との変 化 を，結 婚

生 活 ，家庭 生活 に もた ら します。

主 は こ う言 わ れ ま し た。 「も し人 わ
きた

れ に来 らば， わ れ はかれ に その弱 点 を

認 め させ ん。 見 よ， われ は人 を謙 遜 に

す るた め に人 に弱 点 を与 うれ ど， す べ

てわが前 にへ り くだ る者 には充分 わ が

恵 み を授 くるに よ り，か れ らが わが 前

にへ り くだ りわ れ を信ず る時 に はその

弱 き を強 き に変 え ん。」(イ テ ル12：

27)

なん とす ば ら しい約束 で し ょう。 も

し主 の み前 にへ り くだ り， 自分 自身 で

はな く主 に信 頼 を置 けば， 主 は必 ず私

た ち を強 め， 清 め て くだ さ るので す。

主 の恵 み は大 き く， 人 を変 える主 の力

にへ り くだ って身 を ゆだ ね るすべ て の

人 に行 きわた ります。 主 の恵 み にあ ず

か る に は， 心 を主 に従 わ せ(ヒ ラ マ ン

3：35参 照)， 導 き を求 め， み こ こ ろ

に従 わな けれ ば な りませ ん。 主 の恵 み

とは， 最善 の努 力 を傾 け る ときに主 か

ら与 え られ る， 助 け と力 を いい ます。

私 の経 験 か ら も， へ り くだ る こ とを

拒 む人 たち に は， 継続 的 な改 善 は期 待

で き ませ ん。 謙遜 さ は真 の霊 性 の重 要

な要 素 で あ り， そ の霊性 が幸 福 な人 生 ，

幸せ な結 婚 生活 の基 盤 とな るので す。

霊的な病のための霊的な処方

悔 い改 めの必 要 を認 め る ときに戸 惑

いや不 快感 を引 き起 こす の も，高 慢 で

す 。 しか し，安 易 な改 善策 を求 め た と

ころで，見 つ か る のは外 見的 な行 動 を

変 え るだ けの，人 間 が考 え出 した テ ク

ニ ッ クだ け とい うのが関 の 山で す。 こ

の よ うな方法 にの み頼 って い る と， 神

にで はな く， 「人 問 の腕 」(II二 一 フ ァ

イ4：34)に 頼 る こ とに な り ます。 外

見 的 な行 動 はテ クニ ッ クや 技量 で変 え

られ ますが ，本 当 に変 えな けれ ばな ら

ない もの は，心 の 中 にあ るの です 。

自分 自身 の問題 も対 人関 係 の問題 も，
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本 質的 には霊 的 な もの なの で，霊 的 な

手 段 に よっ て解決 す る必 要 が あ ります。
いや

自己の力だけでは自分を癒すことは
あがな

で き ませ ん。 も しそれが で きれ ば， 蹟

い も，福 音 の第一 原 則 と儀 式 も必要 な

くな ります。 私 た ち に求 め られて い る

の は，主 へ の信仰 と悔 い改 め に よって

実際 に聖 霊 の清 めの力 を受 け， 癒 しを

受 け られ る よ うに謙 遜 に な る こ とだ け

な ので す。

キ リス トを信 じる信仰

キ リス トを信 じ る信 仰 を持 つ とは，
しつせき

主 の み た まを信頼 して， 導 き， 叱責 ，

慰 め， 希望 を求 め， そ の導 きに従 って

行 動 す る とい う こ とです 。 自分 だ けの

能 力 と知性 ， 善 良 さ に頼 るな ら， それ

は危 うい もの にな ります。死 す べ き肉

体 を持 っ た この世 で は， 自分 の期待 ど

お りにいつ も能 力 を発揮 で きるわ けで

はない か らです 。 そ んな とき， 私 た ち

は弱 気 に な り， 自信 と希 望 を失 って し

ま うのです 。 しか し， 人 間 の腕 や 自分

の力 に頼 る こ とをや めて神 を信 頼 す る

な らば，神 は必 ず 助 け の手 を差 し伸 べ

て くだ さい ます。
はなはだ むな

「あ あ
，世 の人 は いか に も甚 し く空

しい で は な い か」(ヒ ラ マ ン12：7)と

い う聖句 は， 侮 辱 の言葉 で は な く， 神

の偉 大 な力 と肉身 の ま まの人 の弱 い力

とを比 較 した ときの，正 確 な描 写 な の

で す。人 に助 け を与 え る救 い主 の 力 に



その女性が，希望と信頼を主に置いて，この世の高ぶりを克服したとき，

養子の息子との関係は以前よりもよくなりました。

信頼 を置 き， 主 が私 たち の心 を変 え，

清 め られ る よう に自 らを ゆだ ね なけれ

ばな りませ ん。 つ ま り主 は，心 の主 要

な不 純物 で あ る高慢 と利 己 心 を清 めて

くだ さ るのです 。 この ような足 か せか

ら心 を解放 しな けれ ば， 私 た ち は自分

との争 い を続 け， み た ま と真理 に背 き

続 け る こ とで し ょう。変 わ るた めに は

まず， 自分 の心 が汚 れ て い る と認 め な

けれ ばな りませ ん。

モ ルモ ン経 は， すべ て の善 は神 か ら

出 る と教 えて い ます。(モ ロナ イ7：

12参 照)そ れ はす なわ ち， 必 要 に応 じ

て 自分 を変 え， 望 み どお りの 姿 にな る

に は， 主 の助 けが 必要 だ とい うこ とで

す 。 当た り前 の よ うです が， 多 くの末

日聖徒 が忘 れ て い る ことです 。何 もか

も神 にか か って い るかの ように祈 りを

捧 げ， 何 もか も自分 にか か って い るか

の よ うに行 ない な さい， とは よ く聞 く

標 語 です 。 しか し，実 際 に実行 す るの

は この後 半 の部 分 だ け とい うのが 多 い

もの です 。 その た め不 完全 な 自分 に不

安 を覚 え，神 の助 けを受 ける にふ さわ

し くな い と思 い込 ん で し まい ます。誠

心 誠意 願 い求 め るな らば， ほん のか す

か な努 力 に も主 は助 けの手 を差 し伸 べ

て くだ さ る こ とを， 私 は知 って い ます。

主が 望 まれ る の は完 全 な努力 で は な く，

心 か らの努力 なので す。
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悔い改め 全力を要する大仕事

主 は初 期 の聖 徒 た ち に， この時代 の

人 々 に は悔 い改 めの ほか何 事 も語 って

はな らな い と， 繰 り返 し命 じ られ まし

た。(教 義 と聖 約6：9参 照)な ぜ で し

ょうか。 そ の理 由 は， す べて の人類 に

とって悔 い改 め は全力 を要 す る大仕 事

だか らで す。

言 語 に よっ て は， 「悔 い 改 め」 とい

う言葉 に は，否 定 的 な意味 合 いが あ り

ます。 これ は ラテ ン語 の 「罰 」 の意 味

か ら来 てい るか らで す。 しか しギ リシ

ャ語 で は，心 や気 持 ち を変 え る とい う

意 味 が あ ります。 私 た ち は後 者 の よ う

に理解 す べ きで し ょう。(『悔 い改 めの

意 味 』 「聖徒 の道」1988年11月 号 ，pp.

9-13参 照)

私 た ちが罪 を隠 し， その罪 の た めの

懲 らしめ を受 け よ うと しなけれ ば， い

たず らに苦 しみ を長 引 かせ るだけで す。

主 は悔 い改 め な けれ ば苦 しみ を受 け る

と， 警 告 して お られ ます。(教 義 と聖

約19：17参 照)今 ， 自 由意 志 を 用 い て

へ り くだ らな けれ ば， いつ の 日か霊 の
ひとや

獄 で罪 の罰 を受 け， 強制 的 にへ りくだ

らされ るこ とに な ります。 どの人 も，

遅 かれ早 か れ栄 光 の王 国 に入 る前 に，

罪 を清 め られ ます。 しか しも し， 自分

の弱 点 を認 めれ ば，す ぐ主 に よる癒 し

が始 ま るので す。

いつ も悔 い 改 めつ つ生活 し， 喜 んで

みた ま を受 けて いれ ば， この不 完全 な



世 にあ って も幸 せ に暮 らす こ とが で き

ます。 そ うす れ ば， た とえ 自分 や人 が
あわ

過 ち を犯 した として も， もっ と憐 れ み

を もって見 る ことがで きるので す。 そ

して赦 し， 意見 の相 違 を解 決 し，悔 い

改 め，傷 つい た関係 を修 復 す る力 も増

します。

聖霊の清めの力

へ り くだ って キ リス トのみ もとに行

き，主 へ の信仰 を行 ない に表わ し， 悔

い改 めて みた まを求 め る と， もはや私

たち は，感 情 を爆発 させ るか無 言 で苦

しむ しか ない， 無力 な犠 牲者 として 自

分 を見 る ことはな くな ります。 主が 共

にい て くだ さ り，生 活 や人 間関係 を本

当 に改 善 で きる とい う こ とが わか るか

らで す。

そ して聖 霊 の働 きに よって， 今 まで

知 らなか った穏 や か な希 望 を持 て る よ

うにな ります。 それ は， キ リス トの恵

み と力 によ ってす べて の弱 さが 清 め ら

れ る とい う，平 安 に満 ち た確 信 な ので

す。

福音 の第 一原 則 と儀式 に従 い， それ

を生活 に生 か して い くとき，悪 し き思

い と弱 さか ら清 め られ， 霊 的 に生 まれ

変 わ る こ とが で き ま す。 マ リオ ン ・

G・ ロム ニー長 老 は こ う語 りま した。
たまもの

「人 は
，聖 霊 の賜 に内在 す る光 と力 を

実 際 に受 け，経 験 す る こ とに よ って，

新 た に生 まれ変 わ る ので あ る。」(『キ

妻のエマと意見の相違があった後，

予言者ジョセフは主のみ前にへりくだり

彼女の赦しを願うまで，金版の翻訳を続けることができませんでした。

リ ス トの 光 』 「聖 徒 の 道 」1977年10月

号 ，P.474)

問題を正確に把握する

私 の と ころに来 た あ る女 性 は，養 子

の息子 との間 に問題 が あ り， それ に対

処 す る方法 を知 りた い と願 って い まし

た。彼 女 の話 を聞 い てい くうち， 問題

のい くつか は子 供 の行 動 で はな く， 彼

女 自身 の清 くな い思 い にあ る こ とが は

っ き りし ました。

子供 はい くらか 障害 を持 って い まし

た。身体 的 な 障害 に加 えて，成 長期 に

あ る甘 えの必要 を生母 が満 た して やれ

懸灘 灘 、

なか っ たた め， それ が情 緒 的 な障害 に

な って現 われ て い ま した。

しか し養母 には それ よ りひ どい障 害

が あ りま した。彼 女 は高 慢病 にかか っ

て いた のです 。幼 か った こ ろ，彼 女 の

両 親 は世 間体 を気 に して，子 供 た ち に

独 善 的 な完全 を求 めた ので す。外 見 と

周 囲 の評価 を極度 に気 にす る家族 で し

た。物 質 主義 ，地 位 ，名 声 とい っ た高

慢 に と らわれ て しまっ たの です 。人 も

自分 も裁 き批 判 す る習慣 を， 身 に つ け

て し まい ま した。

養子 に した子供 が 自分 の期 待 に そ ぐ

わ なか った とき， 彼 の た めに 自分 のイ

メー ジが 損 なわ れ て し まう とい う重 大
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な脅 威 を感 じた彼女 ぱ， その養 子 に向

か って攻 撃 に転 じた のです 。

私 は彼女 と共 にモル モ ン経 か ら聖 句

を読 み ま した。 そ して彼 女 は， 自分 が

外見 的 には宗教 に熱心 だ った ものの，

思 い は清 くなか った こ とに気 づ き まし

た。 あ る意 味 で は，彼 女 は教会 で活 発

だっ た けれ ど も，福 音 の い くつか の重

要 な点 で不 活発 だっ た と言 え ます。

この姉妹 は この世 的な高 慢 に陥 っ て

しまっ た こ とに気 づ き始 め ま した。 そ

の最 も大 きな証 拠 の ひ とつ は， 自分 の

力 で 問題 を解 決 しよ うと して い た点 で

した。

問題 が はっ き りして くるにつ れ，彼

女 は希 望 を持 ち始 め ました。 自分 へ の

信 頼 で も，子 供 を正 し く育 て る能 力 へ

の 自信 で もな く， イエ ス ・キ リス トと，

そ の癒 し救 う力 に根 差 した希 望 です。

悔 い改 め る こ とに よっ て彼女 の態度 も

行 ない も変 わ りま した。 聖典 も勉 強 し

始 め ま した。 ただ読 む だ けで はあ りま

せ ん。 みた まを求 めな が ら， また， 主

に望 み と信頼 を託 しな が ら学 んだ ので

す。

この姉 妹 は今 で は まっ た く別 人 の よ

うです 。 まだ完 全 に はほ ど遠 い し， 子

供 の扱 い方 に問題 が な くな ったわ けで

もあ りませ ん。 しか し，問題 に立 ち向

か うう えで 以前 とは違 う物 の見 方 を し

てい ます。 今 や彼女 は問題 解決 の た め

に主 と共 に努力 して い るので す。

謙 遜 を学 ん だジ ョセ フ ・ス ミス

ジ ョセ フ ・ス ミス は謙遜 で あ る こ と

と， 主 のみ た まを受 け る こ との 関係 を，

よ く知 って い ま した。 デ ビ ッ ド ・ホイ

ッ トマー は次 の ように記 してい ます。

「ジ ョセ フ兄 弟 が 翻 訳 し よ う とす る

と… …霊 的 な理解 力 が失 わ れ，翻 訳 で

きない と感 じる こ とが あ った。彼 は 自

分 の心が この世 の事柄 に と らわ れ てい

るか らだ と言 い，様 々 な こ とが翻 訳 の

妨 げ にな る と も語 った。 そん な状 態 の

と き，彼 は外 に出 て祈 り，神 のみ前 に

十 分 へ り くだ った とき， 初 め て翻 訳 に

取 りか か るの だ った。 この こ とか ら，

主が い か に厳粛 なお方 か， そ して主 か

ら啓 示 を受 ける には，人 の思 いが主 の

み前 にいか に正 し くなけれ ば な らない

か がわ か る。 …・

た とえば こ うい う ことが あった。 あ

る朝 ， ジ ョセ フが金 版 の翻 訳 に取 りか

か ろう と して い た時， 家 の こ とで うま

くいか な い こ とが あ った。 そ して ジ ョ

セ フはそ れ に腹 を立 てた。 妻 のエ マが

した ことが原 因 だ った。 オ リヴ ァ と私

は先 に2階 に上が り， 問 もな くジ ョセ

フ もや って来 て，翻 訳 にかか っ た。 と

ころが まっ た く進 まなか っ た。 ただ の

一 言 も翻訳 で きなか っ たので あ る
。 そ

こで ジ ョセ フ は階下 に降 りて果樹 園 へ

行 き， 主 に祈 った。1時 間 ほ ど して か

らだ ろうか。 家 に帰 っ て きて， ジ ョセ

フ はエマ に赦 しを求 め た。 そ して再 び
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2階 に戻 って きたが ， それ か ら翻 訳 は

すべ て順 調 に い った。 ジ ョセ フは，謙

遜 で誠 実 な ときの ほか は何 も翻訳 で き

なか った。」(B・H・ ロバ ー ツ 「教会

概 史 」1：130-131)

ジ ョセ フに な らっ て代 価 を支 払 う

私 たち は代価 を支 払 わず に幸福 を願

う こ とが よ くあ ります 。家庭 の平安 と，

心 に主 の みた まを受 け る ことを望 みな

が ら， 高ぶ りとこの世 の誤 った価値 観

を捨 て よ うと しない ので す。

福 音 に従 うに は払 うべ き代価 が あ り

ます。 しか しそれ は人 生 が台無 しに な

った り，家 庭 が崩壊 す る こ とに比 べれ

ば，取 るに足 らない代 価 と言 えま し ょ

う。

モ ロナ イ の次 の言葉 ほ ど愛 に満 ち，

大 きな慰 め を もた ら し，希 望 に満 ち た

教 義 が あ るで し ょうか。
み もと

「キ リス トの御 許 に来 て キ リス トに

よ って全 くなれ。 す べ て神 のみ こころ

に背 くことを捨 て よ。 もし この よ うに

して勢 い と心 と力 とをつ くして神 を愛

す るな らば， 神 が あな たた ち に与 えた

もう恵 み は充 分 で あ る。 恵 みが充 分 な

らばあ なた た ちは この恵 み を受 けて キ

リス トに よ り全 くな る。 も し神 の恵 み
まつた

を受 けキ リス トによ り全 くな るな らば，
ち か ら

決 して神 の能 力 と権 能 とを否 定 す る こ

とが で きない。」(モ ロナ イ10：32)□



小 さな金の豆

嚇
・轟

嚇騨
無

フ ェ リ ッ ク ス ・ア ル ベ ル ト ・マ ー チ ネ ス ・デ キ ュ ー ル

妻
と私は子供たちに純粋な無私の奉仕の原則を教 え

たいと思いました。そこで，ある晩の家庭 の夕べ

で，これから 「小さな金の豆」 というプログラムを行な

うと，発表 しました。

子供たち一人一人 にふたのついたプラスチックの入れ

物 を与 え， このように説明 しました。「だれか に頼 まれ

な くても自分か ら進んで家族のために奉仕をした ら，そ

のたびに豆 をひ とつ各 自の入れ物に入れることにしよう。

そして来週の家庭の夕べの時に，い くつ豆が入 っている

か数えることにす る。一番た くさん豆 をもらった人には

ご褒美をあげよう。」

その結果，驚 くべきことが起 こりました。ほうきがい

くらあっても足 りない くらい，皆が先 を争って掃除 をし

たがるのです。その1週 問は，散 らかしっ放 しのおもち

ゃはひとつも見当た りませんで した。これでは1週 問た

たないうちに豆がな くなるのではないか と心配になった

ほどです。

その週，妻 は足 を骨折 して しまい，足全体にギプスをは

めていな くてはな りませんでした。最初の3日 間は絶対

安静にし，足を高 くしてお くようにと医者に言われました。

言 うまで もな く， このような状況は奉仕の機会を増や

して くれました。また，子供たちが奉仕の原則 のすばら

しさをどれほど理解できるようになったかを知 ることも

できました。

ある日の ことです。妻は安静 にしていなければなりま

せんでしたが，居間にいたいと言ってソファに腰 かけま

した。すると，末っ子のベチー トが走って行 って，足 を

乗せ られるようにいすを持って来たのです。次 に毛布 を

持って来ていすの上に乗せ，その上に母親の足 を乗せま

した。

妻は息子 の頭 をやさしくなでなが ら言いました。「食

器棚へ行 って，豆 をふたつ持っていらっしゃい。ベチー

トのやさしい奉仕の分 よ。」

ベチー トは言われたとお りにせずに，母親 を見上げて

こう言いました。「ママ，豆なんかい らないよ。豆 をも

らうためじゃな く，ママが大好 きだからしたんだ。」□
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家庭訪問メッセージ

人生の移 りゆ く時期 を楽 しむ

あ
る末 日聖徒 の母 と娘 が， お互 い

の年代 の良 い ところ を，笑 いな

が ら話 し合 っ てい ます。 ふ た りは それ

を 「願 い事 の交換 」 と呼 んで い ます。

母 親 は この よ う に言 い ます。 「あ なた

の よ うに さっ そ う と動 き回 れ た らいい

わ ね。」 娘 は答 え ます。 「お母 さん の よ

うに賢 けれ ばい い の にね。」母 親 は続

け ます 。 「あ な た に は い ろい ろ な チ ャ

ンスが あ るわ。」 娘 は言 い ます 。 「お母

さん に はい ろい ろな知 識 が あ るわ 。」

このふ た りの女性 は実 に賢 明で す。

自分 の年代 に与 え られ た祝 福 に対 して

感謝 で きる よ う，互 い に助 け合 って い

。 そ れぞ れ の年 代 にあ って， で き

総 事柄 で はな くで きる事 柄 に 目 を向

け， ま さ し く次 の よ うな真 理 を悟 っ て
あめ

い る と言 え ま し ょ う。 「天 が下 の す べ

ての事 には季節 が あ り， すべ て のわ ざ

に は時 が あ る。」(伝 道3：!)

簸 、

灘 懸縫 懇

　な ぱ

齢越 鰹 麟 極 繍 ㎏鳳卵雨，継 諒蹄叢

lLLUSTRAτEDBYLORIANDERSONWING

ります。今 に好 きなだ け神 殿 に参 入で

きる時 が や って来 ます よ。」

祈 りを通 して， 各 自で 自分 自身 の予一

繍

強 鷺 麟・』鰯

皆 さん一 人一 人 が 父 の娘 として 自分

を大 切 に し， 自分 自身 や周 囲 の人々 に

定 表 を作 成 し， それ に従 うの も よい で

し ょう。 また ・ 順 位 を定 め り

変 わ ってい く人 生 のそれ ぞ れの時 期 に一
しま し ょう。 信仰 あ る女 性 は，主 の みべ
手が 常 に導 い て くだ さる こ とを知 って

い ます。 「す べ て の 道 で 主 を認 め よ，　
そ うす れ ば， 主 はあ なた の道 を まっす

ぐに され る。」(箴 言3：6)

あ なたの 年代 で は， どの ように して

主 に仕 え る こ とが で き るで しょうか 。

「明 日 を待 つ」

それぞれの年代の喜びを味わう

どの年代 に もそれ ぞれ の 良 さが あ り

ます 。20代 の姉妹 は家 族 の支 え とな っ

た り，教 育 を受 け た り， 職業 に就 いた

りす る ことに大 きな負担 を感 じ るか も

しれ ませ ん。 しか し，子 供 を育 て た り，

知識 を広 め た り，技 能 を磨 い た りす る

喜 び もあ るので す。 中年 の女性 は家 族

や仕 事， 肉体 的 な健 康面 で 変化 を経 験

す る こ とで し ょう。 けれ ども経験 を通

して身 につ けた知恵 か ら得 る もの も多

い ので す。 年配 の女 性 は， だ んだ ん体

の自 由が利 か な くな り，愛 す る者 を失

うか もしれ ませ ん 。 しか し，生 きて い

る こ との喜 び を これ ほ ど強 く感 じ る時

もまた とない ので す。

どの よ うな年 代 に あ って も， 喜 び にぬへ
満 ち た人生 観 を持 つ ことがで きます。

ノ
祝福 を もた らす 方法 が た くさん ある こ

とを理解 して いた だ きた い と思 い ます。

あ なたの 年代 が 受 けて い る祝 福 には，

どの よ うな ものが あ るで しょ うか。

すべてのわざには時がある

あ らゆる こ とが 可能 な年 代 とい う も

の はあ りませ ん。 神殿 の推 薦状 の面 接

の時， ふ た りの小 さな子供 を持 つ母 親

が ス テー キ部 長 に もっ と神 殿 参入 を し

たい と話 しま した。 時間 的， 距離 的，

経 済 的 な制 約 の た めに， 思 うよ うに神

殿 参入 が で きな いの です 。 ステ ー キ部

長 は この よ うに 言 い ま した。 「マ リヤ

姉 妹 ， あな たが神 殿 を愛 し， 神殿 に参

入 す る時 を楽 しみ に してい る こ とは よ

くわ か ります。 しか し， 今 はで きる時

に参 入す れ ば よい ので す。 そ のほか に

も奉 仕 すべ き大切 な事柄 が た くさんあ

末 日聖徒 の詩 人 エ マ ・ロー ・テイネ

姉 妹 は この よ うに語 って い ます。 「私

は どの年代 にあ って も， その 時々 に接

した あ らゆ る もの によ り， は ぐ くまれ

て き ました。 そ して， 恐 れで は な く信

仰 が あ る こ とに喜 び を感 じて い ます。」

次 の詩 は， この よ うな心 の平安 を表 わ

して い ます。

明 日は来 る。

心 の平 安 は

明 日何 が起 こるか を知 る こ とか ら

来 るの で はない 。

明 日が どんな 日に な るか を

知 る こ とか らで もない。

そ れ は， 今 まで 学 び，理 解 し，

行 動 した こ とを通 して得 られ た

堅 固 な信 仰 か ら来 る。

この信仰 こそが 私 た ちに告 げる。

明 日は来 る と。

人 生 の苦 難 は， 信仰 をは ぐくむ うえ

で どの よ うに役 立 つ で し ょうか。 □
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質疑応答

どうした ら聖典 を読 むのが

楽 し くな るで し ょ う

)

私には聖典が退屈なものにしか思えません。聖典のどこがそれほどすばらしいの

か，わからないのです。聖典を読むのかもっと楽しくなるような方法があったら教

えてください。

本誌 の答 えは間題解決の一助 として与 えられた ものであ り，教会の教義 を公式に宣言す

るものではあ りません。

回 答

ッ。 の よ うな悩 み を持 って い るの は，

一 あ なた だ けで はあ りませ ん 。 し

か し， 退屈 な気 持 ち を乗 り越 えて ，胸

をわ くわ くさせ な が ら聖典 を読 む こ と

もで きるので す。

大 切 な の は， 自分 を霊 的 に備 え る こ

とです 。 どこにで もあ るよ うな雑誌 を

読 ん だ り， テ レビの シ ョー番組 を見 る

ので あれ ば，取 りた てて準 備 の必 要 は

あ り ませ ん。 この よ うな もの は， あ な

たの 内 にあ る この世 的 な部 分 に訴 えか

け る力 が あ ります が， 理解 に苦 しむ と

い う こ とは まず あ りませ ん。 しか し，

霊 的 な事柄 を理 解 す る に は， 特別 な努

力 が必 要 です 。 ここに問題 解 決 の一助

とな る方 法 をい くつ か提 示 して み ます。

キ リス トの弟 子 と して読 む。聖 典 を

読 むの は，主 が そ うす る こ とを まさ し

くあな たに望 ん でお られ るか らで あ る，

とい う ことを忘 れ ないで くだ さい。 何

事 にっ いて も，主 が あ なた に今何 をす

るよ う望 ん でお られ るのか， 尋 ね求 め

る必 要が あ ります。

祈 りの 気持 ちを もっ て読 む。読 む前

に祈 って くだ さい。 あ なた に とって知

る必 要 のあ る事柄 にた ど り着 け るよ う，

主 の導 きを祈 り求 め るので す。 耳 を澄

ま して くだ さ い。聖 霊 の力 に よ って，

平 安 な気持 ちや， 理解 の 目が開 かれ た

とい う気 持 ち を， 感 じる はずで す。 た

だ， この よ うな気 持 ち は見過 ご しや す

く， どち らか一 方 の耳 で ラジオ の番組

を聞 き 「な が ら」 で は， お そ ら く感 じ

取 れ な いで し ょう。

聖 典の 中 に 自 らを見 いだ す。 ザ アカ

イ の話(ル カ19：2-6参 照)を 思 い出

して くだ さい。 い ち じ く桑 の木 に登 っ

た この背 の低 い男 は，実 はあ なた で は

な いで し ょうか 。主 は， あな たの注 意

を引 こ う とされ た ので は ないで し ょう
ほうとう

か。 放 蕩 息 子 の話(ル カ15：1132参

照)に 出 て くる 「善 良 な」兄 ， これ は

あな たで しょ うか。 世 の人 す べて が そ

うで あ るよ うに， あ なた 自身 が，実 は

父 の言 い つ けに従 わ なか った あ の弟 で

あ る こ と に，気 づ い た で し ょ うか。

「私 たち の学 問 と利 益 に な る よ うに
，

す べ て の聖 文 を私 た ち の た め と見 立

て」 な けれ ばな らな い とい う二一 フ ァ

イ第一 書第19章23節 の勧告 を，忘 れ な

いで くだ さい 。 自分 自身 が指 示 を受 け

てい る当 の本人 なの だ とい う こ とを，

心 に留 めて くだ さい。

問 いか け る。 あな たの心 の中 に浮 か

ぶ 質 問が， 実 は聖 霊 の導 きで あ り， こ

れ が きっか け とな って，神 か ら自分 に

授 け られ た道 を探 し当 て る， とい う こ

ともあ ります。少 な くとも， い つ も次

の よ うに 自問す るよ うに しま し ょう。

「これ を書 い た の は
， あ る い は，語 っ

た の はだれ だ ろ う。」 「主 は， だ れ に語

りか けてお られ るのだ ろ う。」「なぜ こ

の よ う な こ とを言 われ た の だ ろ う。」

「私 の生 活 に どの よ うに適 用 で き るだ

ろ う。」

読 ん だ内容 につ いて ほか の人 と話 し
けいけん

合 う。敬 凄 な人 々が 聖典 に関す る意見

や気 持 ち を分 か ち合 う ときに，霊 的 な

思 いが か きた て られ ます。 これ はマ タ

イ に よ る福音 書 第18章20節 に記 され た

こ と と関 係 が あ るか も しれ ませ ん。

「ふ た り また は三 人 が
， わ た しの名 に

よっ て集 ま ってい る所 に は， わた しも

その 中 にい るの で あ る。」 両 親 に， あ

る聖句 につい て ど う思 うか聞 いて みて

くだ さい。 思 い も寄 らな い発見 に驚 く

ことで し ょう。

読 み方 を変 え る。聖典 は必 ず し も1

節1節 ，文 章 の流 れ に沿 って読 む必 要

はあ りませ ん。 ひ とつの テー マ， あ る

特 定 の人物 に的 を絞 って読 む こ ともで

きます。 あ る聖句 につい て書 かれ た注

のす べて に 目 を通 す こ とで， 言葉 とい

うものが ，必 ず しも 自分 の思 っ てい た

ような意 味 を持 って い る とは限 らな い，

とい う ことを発見 す る場 合 もあ ります 。

声 に出 して読 む よう心が けるの もひ と

つ の方法 で す。

あ きらめ な い。太 陽 の照 りつ け る中，

険 しい 山 を登 り，骨 を折 って進 んで行

くときに， 山登 りの ど こが面 白い のだ

ろ うと， 疑 問 に思 うか もしれ ませ ん。

しか し頂 上 に た ど り着 き， 美 しい谷 を

眺 め る ときに， 登 って よか っ た と思 う

はず で す。 聖典 を読 む こ とも， これ に

似 てい る と言 え ます。

)

)

聖徒 の道/1992年II月 号

27



、

聖

あ

し

が

問

ン

身

を

ば

木

も

わ

読

を

。
を

と

活

の

も

討

解

質

モ

自

験

す

の

分

合

Ｑ

を

え

す

ビ

つ

生

呂
吐
鰍
哩
坑
舳
齢
曜
誘
蛉
泊
鋸
鴛
敷
略
弦
”
け
椥

ひ

る

比

深

た

，

に

し

。

が

に

し

と

，
り

あ

，

よ

は

Ｑ

べ

と

て

方

は

事

ら

す

イ

時

と

こ

も

祈

も

は

る

典

た

調

句

い

の

私

来

ば

ま

ハ

た

り

の

て

。

と

強

す

聖

。

し

て

聖

つ

輩

。

出

す

り

一

し

と

時

つ

す

ご

勉

り

。

ま

し

な

に

年

す

な

，
あ

リ

明

ひ

た

合

ま

る

の

た

す

で

び

や

ろ

分

，

ま

う

て

か

，
説

の

し

出

得

け

典

し

ま

の

塵

、
鱒

学

費

い

部

に

り

い

み

度

は

て

供

像

に

を

つ

聖

出

れ

な

で

も

ろ

だ

う

あ

ろ

て

何

の

い

子

想

題

め

見

て

外

ら

部

ト

問

い

ん

よ

も

い

え

が

た

つ

の

を

問

慰

に

つ

夜

じ

一

一

時

。
読

る

と

の

換

と

つ

に

イ

と

な

で

中

と

，
感

な

ユ

何

す

，
れ

こ

中

き

こ

か

凱
現

ハ

こ

ん

と

の

に

り

く

切

テ

に

ま

り

ら

る

の

置

た

し

じ
示

一

た

ど

こ

典

私

た

し

大

イ

句

り

た

得

す

経

を

し

ら

の

り

せ

む

聖

見

楽

の

●ド

　

【

・

・

臓

，

ユ

部

ア

ア

ト

＠

ル

ジ

キ

イ

部

ニ

ン

ス

ジ

カ

［

ラ

ド

バ

メ

ガ

ラ

ラ

テ

タ

【

ル

シ

ヤ

す

プ

ア

ス

ア

ワ

シ

ナ

チ

力

，

の

，

ソ

し

み

問

た

の

が

そ

時

ン

ま

読

の

い

り

題

，

た

べ

し

，
分

て

と

問

て

し

，
出

し

自

れ

ひ

い

つ

わ

う

い

出

，
さ

分

な

か

く

い

思

り

に

記

自

き

。
出

と

を

取

と

に

は

で

た

に

む

ジ

を

こ

こ

に

も

し

つ

読

ン

典

た

そ

私

と

ま

と

を

レ

聖

い

が

，

こ

り

ひ

経

ヤ

の

驚

え

間

る

あ

の

ン

チ

こ

。
答

の

す

と

題

モ

の

ら

た

る

も

う

ろ

問

ル

長

か

し

す

。

年

ど

い

な

モ

管

棚

ま

対

す

何

は

ろ

う

は

大

。
め

に

で

で

い

よ

私

ン

た

始

題

の

読

る

つ

だ

こ

る

読

代

の

う

い

も

の

い

き

を

古

る

よ

て

に

い

よ

．
で

典

，

き

き

れ

音

い

と

長

聖

び

で

「

か

福

ら

つ

成

。
学

が

ら

書

で

た

持

に

す

・を

と

雛
継
懸

典

一

」

る

い

り

典

私

，

の

聖

は

う

す

と

か

聖

，

に

者

．は

所

ろ

宗

」

わ

日

を

き

言

部キ一テ

　歳１９くンジ

む

私

箇

だ

改

う

が

毎

と

と

予

す

国

ル

ム

む

の

と

ろ

と

こ

む

の

で

韓

ウ

キ

ス

部

・

勃
山

支

一

プ
釜

ン

ヒ

，

サ

・

　

か

て

思

す

印

か

に

校

し

と

で

に

わ

と

と

た

学

に

う

ら

特

く

こ

く

し

，

と

も

か

，

よ

る

お

究

は

こ

読

い

は

，
め

て

研

を

の

で

典

題

中

聖

宿

集

に

や

て

ぐ

事

れ

す

食

疲

と

。

，

る

す

も

帰

ま

て

ら

い

つ

る

書

う

も

ら

あ

と

よ

，

か

，

る

の

り

る

句

あ

そ

た

き

聖

が

。
し

で

た

句

す

に

が

つ

聖

ま

考

と

残

い

い

参

こ

に

な

で

で

る

象

ら

し

後

す

，

り

く多は

。

私

す

部

子

，
ま

方

部

津

て

い

地

支

奈

つ

て

本

岡

雲

よ

け

熊

延

三

に

受

　

私

む

で

な

私

は

留

し

と

す

聖

祝

読

後

き

い

き

に

つ

で

の

と

を

こ

安

む

平

読

，

を

と

典

福

深

テ

て

ス

い

ン

つ

イ

に

，

容

と

内

る

で

あ

ん

が

読

要

を

必

典

る

聖

祈

廣

浩

私

考く

号用璃朧
詔

凶道の徒聖

見意の人若

　

会

て

ち

る

た

に

読

を

感

守

知

い

り

け

ん

に

め

た

す

し

時

を

典

に

を

を

な

た

受

学

前

初

私

決

ま

の

物

聖

近

め

と

ま

じ

を

，

年

を

の

解

り

供

書

に

身

戒

こ

読

感

命

て

２

経

日

を

か

子

た

際

を

，

る

を

と

生

い

。

は

ン

今

題

わ

は

れ

実

主

み

れ

典

い

の

つ

す

私

モ

，
問

が

私

さ

し

，
読

ら

聖

な

遠

に

ま

ル

が

な

と

記

か

と

を

え

い

永

と

し

モ

容

ろ

こ

。
内

い

つ

た

の

ろ

立

し

そ

い

に

ま

，

る

役

り

時

す

，

な

だ

面

で

に

ん

直

え

員

読

が

う

が

し

る

典

与

て

，
こ

り

葉

。

め

聖

が

し

と

き

た

言

た

始

は

福

長

こ

べ

じ

み

し

し

私

祝

。

成

の

す

感

の

で

解

。

，
す

に

国

な

と

神

ん

理

た

は

ま

的

王

に

い

り

せ

，
し

に

い

霊

の

め

な

ま

ま

み

ま

者

て

，
神

た

い

あ

み

読

じ

る

つ

と

，
る

で

刀

部

臣

嘲

一

キ

部

・

＠

，

ロ

．
一

支

ネ

一

ガ

ア

テ

ア

一

ウ

ン

ク

ス

フ
．
オ

ト

ト

ヌ

東

ア

シ

ラ

。

部

を

む

う

味

興

が

す

．バ

支

ア

典

読

よ

を

と

え

ま

，

ヤ

イ

聖

も

た

験

る

教

り

ン

リ

デ

は

で

つ

体

す

の

な

イ

ネ

ウ

私

語

な

な

う

典

く

ペ

ル

ラ

物

に

う

こ

聖

す

ス

コ

ク

険

物

よ

。

し

や

冒

人

じ

す

す

り

ど

場

同

ま

ま

か

う

登

，

め

れ

わ

よ

が

み

努

ら

か

ち

分

読

に

て

切

，
自

で

う

た

大

き

ち

よ

き

ど

と

に

持

る

か

ほ

む

う

気

え

も

れ

読

よ

な

わ

味

ど

部キ［テスナロセル

　歳１５蝋みルル●



学

聖

こ

を

た

か

幟

け

る

の

づ

せ

い

近

愛

し

層

を

ら

一

人

ば

り

く

す

よ

深

番

に

と

一

父

つ

。

天

も

す

で

ば

で

ん

加

思

こ

と

昌

い

こ

よ

る

と

祈

る

う

す

よ

を

る

と

き

ツ
」

で

な

解

う

理

よ

を

の

　

を

す

た

の

所

ま

の

も

場

ち

分

の

と

立

自

く

間

役

を

多

．
時

に

文

と

る

の

聖

る

き

る

の

す

で

え

て

う

むるけつ見

て

ま

立

れ

見

ら

と

得

め

が

む

む

れ

の

読

す

典

次

す

中

考

べ

こ

す

だ

を

で

聖

，
ま

集

く

す

。

う

ん

典

と

．

。
部

い

る

を

う

も

る

す

キ

つ

す

証

合

う

す

ま

一

に

り

て

ち

よ

う

り

テ

船
航

つい
肋

猷

．擁

憲

劇

の

教

に

と

た

り

う

塑
局

部

ｑ

典

，
典

人

，
あ

よ

，
支

卜
如

聖

り

聖

友

は

で

る

湾

⇔
営

栖
雅

つ合し話と達友て

れ

う

も

愛

そ

合

い

と

，

ち

し

つ

は

か

ら

も

き

分

ば

を

と

を

す

典

た

証

く

聖

得

。

な

と

む

え

い

●

深

●

る

す

●

た

●

を

の

の

す

台

沖
新

卜
陸

　

予

こ

ら

た

遠

無

ま

さ

，
が

お

し

永

い

だ

代

神

て

ま

，

て

く

時

，

い

び

は

図

れ

て

師

で

抱

学

に

地

さ

め

教

と

に

を

中

な

隠

始

録

の

ら

記

て

じ

の

べ

感

ち

す

を

た

の

愛

者

身

る

言

自

れ

た

る

い

る

あ

開

帰

の

を

へ

値

典

郷

価

聖

故

に

。

。

の

限

す

い

部キ一テス学

　歳２５収炉↓

．大

部

ビ

マ

ド

●

ノ

，

ン

一

ア

宣

こ

ち

と

の

全

が

き

ア

バ

ワ

ニ

任

む

た

こ

典

完

専

読

供

る

聖

の

を

子

れ

歩

ビ

ヤ

ン

ヒ

，

リ

チ

ロ

ル

め

宝

て

ボ

コ

コ

ビ

め

よ

聖

典

て

す

：

求

の

「

聖

べ

を

５

い

次

）。

，
調

し

ネ

蠕
議

駄
禦

継

欝
繍

聖

せ

な

．
が

私

」

誌

郵

鈴
窯

融
臆
髄
囎
醗
露

れ

れ

勧

調

に

が

の

ら

け

な

を

中

る

も

オレ

匡

て

，

立
ロ

ノ

ン

オ

部

ド

・

ピ

ラ

キ

［

一

務

窮

齢

フ

ツ

ス

第

マ

ｑ

ラ

は

得

な

う

典

の

い

る

３９

皿

り

む

な

な

め

て

打

て

た

こ

だ

エ

に

に

た

し

を

れ

し

る

ま

イ

・

ス

う

う

の

ぞ

国

ま

ま

得

は

と

，

●

・

ス

ノ

よ

よ

音

。
王

生

き

も

と

父

。

ラ

ン

部

ン

・

ゴ

ラ

る

む

福

す

の

に

つ

識

こ

天

す

マ

ラ

キ

リ

ナ

エ

イ

揃
儲
翻
硬
艸
崩
臨
獅
継
棚
噂
刀
外
［姦

剛
桝
祈
㈹

参

深

言

た

ま

の

と

い

ぶ

，

て

グ

ウ

ス

ジ

カ

マ

カ

Ｇ

に

を

予

つ

つ

的

こ

と

学

が

し

一

典

の

知

，

目

う

る

Ｑ

す

愛

リ

聖

代

を

的

う

い

あ

た

ま

を

ナ

，

古

か

目

い

と

で

し

り

ト

ミ

て

。

た

る

と

，

実

ま

あ

ス

セ

め

た

し

あ

る

だ

真

き

ん

り

は

初

し

を

が

て

の

‘が

で

さ

キ

私

て

ま

何

分

建

た

音

が

く

・

つ

り

に

自

ち

き

福

と

た

ス

弦
謬

訊
駿

”
隊

郵竈縛
測

臓
肪

験
褐対

号岡倒鯉

”

力道の徒聖

．

の

聖

主

に

，

は

に

も

に

。

き

に

典

う

な

び

す

と

う

聖

よ

別

た

で

る

よ

。

い

特

う

の

い

る

た

な

て

合

た

て

れ

し

の

つ

出

　

つ

し

ら

ま

と

先

イ

ン

テ

臓

と

に

な

沈

け

い

こ

ま

フ

サ

ス

テ

ギ

セ

ｑ

に

題

に

消

受

さ

る

れ

私

問

う

気

を

だ

れ

く

は

Ｑ
よ

音
心
き

く

そ

て

典

た

く

が

導

て

ら

い

聖

し

と

ち

，
え

か

導

，

ま

も

た

得

与

道

を

来

り

ひ

私

を

を

い

ち

以

な

を

，
め

典

し

た

と

典

は

慰

聖

正

私

部

・

ド

Ｆ

，

ガ

［

・

ン

ン

部

ワ

ト

ピ

ア

キ

ン

一

サ

リ

ボ

一

ア

バ

「

ツ

ル

ニ

む

な

の

起

す

を

を

知

に

そ

い

で

り

典

を

気

。

思

の

祈

聖

と

む

す

を

る

の

，

私

，

け

，

は

助

が

に

の

き

き

・王

と

と

い

な

て

な

う

し

れ

よ

こ

く

け

て

助

え

に

。

た

う

す

ご

よ

ま

，

る

い

き

せ

て

聞

愛

つ

部キ一テス

，

ア

　歳略くス

こ

ン

シ

部

リ

読

ま

言

祈

私

と

る

チ

ン

ド

ヨ

を

り

助

て

が

こ

さ

ン

テ

．
一

・

典

あ

の

め

父

る

だ

ゼ

ス

ワ

サ

聖

も

督

求

天

さ

く

ル

シ

！

リ

に
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を
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に
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を
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を
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・
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引
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・
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を
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句
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と
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に
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を
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憶
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を
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Ｂ
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．
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し
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懲
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追
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を
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を
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を
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を
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の
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・

購

頒

勧

加

隊

は

蹟

殖
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葉
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．
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に
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ど
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は
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も
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以
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に
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て
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れ
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て

よ

し

け

し

と

で

自

し

屈

い

聖

ま

れ

し

で

な

で

こ

る

，

で

退

，

，
読

ら

で

の

が

る

る

れ

ず

い

を

し

と

ら

に

て

よ

す

て

当

べ

の

達

え

本

す

紙

到

教

は

が

手

に
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ア
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る
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と
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と
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が
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と
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を
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．
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兼
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。
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が
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は
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だ

。
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ど
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も
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を
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が
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だ
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を
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が
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イノシの黄金の本

シ ャ ー リ ー ン ・ミ ー ク ・サ ン ダ ー ス

最初，イノシはその本を欲 しが りませんで した。

しか しそれを読む ことで，彼の家族 の人生 は大き く変わ りま した。

「宣教師が嫌 いだったら，そう言 ってあげて ください

な。」マリアン ・ナガは夫のイノシに頼 みました。「彼 ら

だって普通 の人 間なのよ。守 りもしない約束 はしない

で。」

イノシが末 日聖徒の宣教師 に初めて出会ってか ら，1

年近 くが過 ぎようとしていました。マ リアンはその間ず

っ と，夫が宣教師 とした約束 を断わるための口実を考 え

てきました。マ リアンがい くら頼んで も，イノシは相変

わ らず宣教師のメッセージを聞 こうとはしませんでした。

彼はただ，宣教師 をうま く追い払 う方法を知 らなかった

のです。

フィジーの農務長官の秘書であるイノシ ・ナガは，あ

る日の昼休 み，フィジーのナゾー リ通 りで宣教師に出会

いました。宣教師が差 し出した本 を欲 しいとは思いませ

んでしたが，あまりにもしつ こいので結局受け取 ること

にしました。「これ は黄金の ように貴重 な本です」 と彼

らは言い，約束 を作 ろうとしましたが，イノシは家は遠

いし 本当は近 くに住んでいたのですが 仕事場で

も忙 しすぎて会 えないからと断わ りました。そして，た

またま通 りかかった義兄 にそのふたりの長老を紹介し，

そそ くさとその場か ら逃 げ出しました。

それか ら2週 間後，イノシが玄関の戸 を開けると，驚

いた ことにそのふた りの長老が立 っていました。義兄が

彼の住所 を教えたのです。イノシはふた りを夕食に招 き

入れ ましたが，「心の中では 『帰って くれ，帰って くれ』

と言っていました」 と回想 してい ます。

それからというもの，宣教師たちは定期的に訪問 して

くるようにな りました。イノシは，"彼らが来 るとわかっ

ている夜 は， もう帰っただろうという時間 まで家に戻 り

ませんでした。

イノシは，振 り返 ってみると1974年4月 ，赤ん坊が生

まれてわずか1日 で亡 くなった ころから， 自分の態度が

変わ り始めた と言っています。息子 を失ったのをきっか

けに，神や宗教について真剣 に考えるようになったので

す。6月 の第2週 目に新 しいふたりの宣教師がナガ家を

訪問した時には，イノシは耳 を傾 ける準備がで きていま

した。長老のひ とりが，彼 らが もう1年 以上 も宣教師か

ら福音 を学んでいることを知って，バプテスマを受ける

ようにチャレンジしました。

イノシはそのチャレンジを受 け入れ ました。

マ リアンは自分の耳を疑い ました。 こう語っています。

「これもいつもの 『約束』なのではないか と心配でした。

でも直接主人に聞いてみて，表情か ら本気だとわか りま

した。」

聖徒の道/1992年II月 号
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幸福 を得 るために

アジア北地域会長会会長

W・ ユージン ・八ンセ ン

主
は，私 た ちが幸 福 に な るよ うに

願 っ てい る と， はっ き り述 べ て

お られ ます。 二 一 フ スイ第 二 書第2章

の次 の聖 句 は， ほ とん どの人 が暗 唱 し

て い る こ とで し ょ う。 「人類 が現 世 に
あ

在 るの は幸福 を得 んた めで あ る。」(II

二一 ファイ2：25)

で は， 本 当 の幸 福 を見 い だす に は ど

う した らよいで し ょうか。 あ る人 が 私

た ち に， 「あな た は幸 福 に な ります 」

と宣 言 した とし ま し ょう。 は た して，

その人 は 自分 の言葉 どお りに実 現 で き

るで し ょうか。幸 福 を求 め る人 に必 ず

幸福 になれ る と保 証 して くれ る，幸 福

の万 能薬 の よ うな ものは あ るので し ょ

うか。

私 の経験 で は，他 人 に 「あなた は幸

福 に な ります」 と宣 言 で きる人 な どい

ない よ うです 。幸福 と喜 び は 自分 自身

で 得 る もので あ り，徐 々 に は ぐ くん で

い くもの です 。権能 を持 っ た人 は，祝

福 を授 ける こ とはで きますが ， それ は

幸福 にな る と宣言 す る こ と とは違 い ま

す。祝 福 が慰 め や導 きを もた らす 大 き

な力 とな る ことは確 かで すが ，大 抵 の

場 合， 祝福 が 実現 す る・の は信仰 と正 し

い生活 を通 して な のです 。本 当 の喜 び

と幸福 を得 よ う とす る人 には，祝 福 が

用意 され て い ます。 しか し， 私 た ち は

皆， 自由意志 を持 って い るので， この

祝福 を受 ける ため の条件 を満 た し， 戒

め を守 るか どうか は私 たち次 第 な ので

す。

本 当 の喜 びや 幸福 は， 天 父が 喜 ばれ

る ような生 活 を通 して もた らされ ます 。

主 は私 たち が幸福 にな るた め に導 き と

指示 を与 えてお られ ます 。 その こ とを

知 る と大 きな慰 め にな ります。教 義 と

聖約 第52章14節 に は次 の よ うに書 か れ

て い ます。
なんじ

「またわ れ汝 らの欺 か れ ざ らん た め

あと

に， あ らゆ る もの に規範 を与 う。 そ は
あまね い

サ タ ン普 くこの地 に在 り， 出 で行 きて

諸 々 の国民 を欺 けば な り。」

この聖句 か らわ か る よ うに， 主 の計

画 に は，私 た ちが サ タ ンに欺 かれ ない

よ うに， また本 当 の喜 びや 幸福 を味 わ

え るよ うに， この地上 で従 うべ き規 範

が 用意 され て い るの です。

私 は これ まで の人生 で， 優先 順位 を

決 め た り， 決 断 を下 した り，進 むべ き

道 を選 択 した りす る とき， この規範 に

従 うよ うに努 めて きま した。私 はイエ

ス ・キ リス トの福音 とい う祝福 と，福

音 によっ て私 の人生 に 目的が与 え られ，

その結 果心 に平 安 と喜 び が もた らされ

た こ とに とて も感 謝 して い ます。

こ こで， 幸福 な人生 を送 るた めに役

立 つ と思 われ る， い くつ か の提 案 を述

べ たい と思 い ます。

1.価 値 あ る目標 を持 つ。一 生 懸命

に働 く。 老若 にかか わ らず，楽 しんで

仕 事 をす る ことを学 ぶ。 地域社 会 や隣

近 所 にあっ て貢献 す る。 ど こにいて も，

来 た時 よ り良 い状 態 に して か らその場

を立 ち去 るよ う，常 に心 が け る。

2.自 分 を鍛 える。 肉体 的 に も精神.

的 に も自己 を訓練 す る。 教義 と聖 約第

88章 ，特 に118節 か ら126節 に親 しむ。

自分 の責 任 を果 た す習慣 をつ け る。

3.純 粋 に な る。 誠実 に行 動 し， 高

潔 さ を身 につ け る。

4.親 切 にな る。 人 へ の思 いや りの

心 を は ぐ くむ。 愛 を示 し，相 手 の気 持

ちや状況 に敏感 にな る。常 に愛 を実 践

し，感 謝 を示 す。

5.忠 実 にな る。家 族 や教会 ，友 達，

隣人 ， 国家 に対 して忠 実 にな る。

6.従 順 にな る。 みた まに従 い， み

た まの導 きを求 め る。

7.賢 明 にな る。戒 め を守 り， 予言

者 の 言葉 に耳 を傾 ける。永 続 す る もの

を求 め る。 それ は，快 楽 と幸福 を区別

す る こ とで もあ る。

8.奉 仕 をす る。 同胞 の ため に働 き，

奉 仕 の人 生 を送 る。
ゆる ふ くしゆう

9.赦 す。復 讐 心 を抱 か な い。 問

ロー カル
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題 の原 因 につ いて よ く考 え， 解 決 を図

る。次 の よ うな主 の言葉 を心 に留 め る。

「主 な るわ れ は
， そ の赦 さ ん と欲 す る

者 を赦 す。 され ど汝 らに はすべ て の人

を赦 す こ とを求 め らる。」(教 義 と聖 約

64：10)

10.あ りの ままの 自分 でい る。 主 は
たまもの

私 たち それ ぞれ にみ た まの賜 を与 えて

お られ る。 また， 一人 一人 の性 格 は異

な って い る。 私 たち に は短 所 もあ るが，

それ はだれ で も同様 で あ る。 だか ら こ

そ， 常 に よ り良 い人 とな るよ うに努 め

る必 要が あ る。最 終評 価 が下 され るの

はすべ てが終 わ って か らで あ る こ とを

心 に留 め る。

「規 範」 を理 解 す る に 当 た っ て， 次

のアル マ の言葉 は助 けに なるで し ょう。
けんそん

「私 はあ な た た ちが 謙 遜 ，従 順 ， 柔

和 で あ って容易 に勧 告 に従 い， 忍耐 強

くて よ く堪 忍 し，何 事 に もひか え目で

あ ってい つ も神 の命 令 を熱 心 に守 り，

肉体 の上 に も霊 の上 に も必 要 な もの を

願 い求 め， 何物 を受 けて もい つ も神 に

感 謝 をす る ことを望 んで い る。

信仰 と希 望 と愛 とを必 ず固 くもつ よ

うに心が けよ， そ うすれ ば いつ も善 い

行 い を多 くす るにちが い な い。」(ア ル

マ7=23-24)

主 が皆 さん を祝 福 し，常 に皆 さん と

共 にお られ ます よ うに， また皆 さん が

幸福 で あ る ように願 って い ます。

私 たち も， 二 一 フ ァイの息 子 の二 一

フ ァイが二 一 フ ァイ第 四 書 の中 で述 べ

てい る民 の ように なれ た ら どん な に よ

いで し ょう。

「民 は その 心 に神 の愛 を保 って い た

か ら， 全 国 に何 ら不和 が な か った。
しつ と

また，嫉妬 ， 争 闘，暴 動 ， みだ らな

行 い， 虚言 ，人 殺 し， お よび何 らみ だ

りが わ しい行 いが なか っ たか ら， まこ

とに神 が造 りた も うたすべ て の民 の中

で この民 ほ ど幸 福 な民 が あ るはず が な

か った。」(IV二 一 ファイ1：15-16)

皆 さんへ の愛 と感 謝 の気 持 ち を伝 え

た い と思 い ます。 主 な る救 い 主 の誕 生

を祝 う栄 えあ る季 節 を間近 に控 えて，

主 の え り抜 きの祝 福が 皆 さ んの上 に注

が れ るよ うにお祈 りい た します。 これ

はイエ ス ・キ リス トの真 の教 会 です。

主 の聖 な るみ名 に よ り証 い た します。

アー メ ン。 □

・伝 道 に出る

盲 年 な って伝 道 に 出 るに当 た り，

同 心 配 に思 う事柄 や そ の解決 法 を

考 えて み ま した。

●成 人 した子 供 や孫 た ち と一 緒 に生活

す る必要 が あ ります 。

一 緒 に生 活す るよ りも伝道 とい う模

範 の方 が， よい結果 が た くさん得 られ

ます。 それ が つ くづ くわか りま した。

私 た ちが子供 や孫 の心 に ま くもの は，

永遠 にわ た る実 を生 じ ます 。

●若 い宣教 師 につ いて い け るだ けの体

力 が あ り ませ ん。

私 は1987年 か ら1989年 ま で ， タ ヒ

チ ・パ ペ エ テ伝 道部 の伝道 部長 として，

妻 とふ た りで働 き ま した。 私 た ち は伝

道 部 の指 導者 として， 年配 の宣教 師 た

ち と一 緒 に，体 力 に応 じて働 きま した。

●伝道 費用 は私 たち に は負担 が大 きす

ぎます。

もし家 を貸 して，家 賃収 入 を伝 道 中

の アパ ー ト代 に充 て る ことが で きれ ば，

生活 費 は変 わ りませ ん。 「家 …… を捨

て た者 は， そ の幾倍 もを受 け， また永

遠 の生命 を受 けつ ぐで あ ろ う。」(マ タ

イ19：29)伝 道 地 まで の往 復 の交 通 費

は， 大半 は教 会 が負 担 します。

●外 国語 の勉 強 ，健康 維 持 ， レ ッス ン

の暗 記 な ど， とて も無理 だ と思 え ます。

使 用 言語 の希 望 は慎重 に考慮 され ま

す 。健 康 問題 も十分 検討 され た うえで

任地 が 決 ま ります し， 年配 の夫 婦 は レ

ッス ン を覚 え る必 要 はあ りません 。私

たち の伝道 で は， これ までの教 会 で の

経験 が 役 に立 ち ま した。

申 しあげ たい点 は， 二 一 フ ァイの よ

うに 「行 っ て行 う」 とい うこ とで す。

そ うすれ ば， 主が 命 じられ た こ とを成

し遂 げ るた め に 「前以 て あ る方法 が備

え て」 あ る こ とが わ か るで し ょ う。

(1二 一 フ ァイ3二7)

カ リフ ォル ニ ア州 ラフ ィエ ッ ト

ジ ョー ジ ・ヒ ル トン，

イ ボ ン ヌ ・ヒ ル トン

祈 る決 心

私 は伝 道 に伴 う不 安 につ いて， 真剣

に祈 る決心 を しま した。飛 行機 に乗 る

こと， ほかの人 の運 転 で車 に乗 る こ と，

子 供 や孫 を残 して行 くこ と，伝 道 資金

が あ ま りな い こ と，65歳 とい う年 齢 の

こ とな ど， 自分 の心配 につ いて包 み 隠

さず祈 りま した。 しば ら くす る と涙 が

止 ま り， 心が とて も軽 くな りま した。

それ で監督 に電話 を して，召 しを受 け

入 れ た ので す。

南 ア フ リカ ・ヨハ ネ スバ ー グ神 殿 で

の召 しを終 えて1年 が た ち ます が，16

年前 に先 立 っ た夫 も，天 父 と同 じよ う

に私 の こ とを， 喜 んで くれ て い るよ う

に思 い ます。

ア リゾナ州 メ サ

フ ロー レンス ・G・ ヤ ング

無 用 な心配

このお便 りを書 い てい る今， 私 と夫

は伝 道 の召 しを待 っ てい る ところです 。

伝 道 を決 断 し よう と して い た時期 に，

あれ これ と無 用 な心配 を重 ね ました。

例 を挙 げて み ます 。

●家財 は どう した らいい か。

家 や財産 の管理 は， ど うにか で きる

ものだ とわ か りました。 主 に仕 え る こ

との方が ，ず っ と大切 なので す。

●人生 の この時 期 に ，主 は私 た ち に何

をす る よ う望 ん でお られ るの か。

祈 っ た後 で， この まま家 に閉 じこ も

っ て年老 い て い くの は， 主 のみ ここ ろ

で はな い と知 りました。 そ こで 主 の導

きに従 う決 心 を しま した。

●子供 や孫 た ちは， 伝道 に出 る ことを

ど う思 うか 。

子 供 や孫 た ちが， 伝道 中の様 々 な支

聖徒 の道/1992年iI月 号
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が
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に
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て
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を
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を

ち
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。
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と
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障害 を乗 り越えて
よねざわしのぶ

米澤 忍 兄 弟 は1985年3月31日,大 阪 でバ プテ ス マ を受 け,2年 後 に

ア ロン神 権教 師の職 に聖任 され た。1962年 に宮崎 県 で生 まれ,1歳 の 時

脳性 小児 まひ と診 断 され た米 澤兄 弟 は,3歳 で障 害者 施設 に入園 し,機

能訓練 を受 け始 めた。7歳 で 歩 け るよ うに な り,や がて 旅行 もす るよ う

にな る。15歳 にな る と大 阪の養 護 学校 に移 り,卒 業後 は様 々な福 祉施 設

に入 る。23歳 で改 宗 してか らは意 欲 的 に教会 の奉 仕 に取 り組 ん で いる。

また,こ の8月2日 に はア ロン神 権祭 司 の職 に聖 任 され た。

現 在 は京都 の授 産 施設 で訓 練 を受 け なが らIC集 積 回路 の組 み立 て の

仕 事 を してい る。両 手両 足 は不 自由で あ るが,積 極 的 で活 動 的な性格 で

行 動範 囲 も広 く,ほ とん ど動か せ ない右 手 の不 自由 さを乗 り越 え るか の

よ うに ワー プロで手 紙 も書 く。

以下 に紹 介 す るのは,困 難 な状 況 の 中で も前 向 きに生活 して いる米澤

兄弟 の証 であ る。

瀦 〆碧

｢頭 をあげ よ。元気 を出せ。

予言の成就 す る時 は近づ きた り。｣
(IIIニ ー フ ァ イ1:13)

京都南ステーキ部洛南中央ワード部 米澤忍

62年8月3日,九 州 の 宮 崎 県

19 みやこのじよう

都 城 市 内 の病 院 で ぼ くは,

3番 目 に出産 し ました。1番 目 と2番

目の お兄 さんが,ふ た りと も,1歳 で

亡 くな られ ま した。1番 目のお兄 さん

は,病 気 で亡 くな られ て,2番 目のお

兄 さん は,布 団 の上で,体 を反対 向 き

で,顔 と鼻 を布 団の上 に当て て寝込 ん

だ ま ま,息 が 止 まって,亡 くな られ ま

した。 この あ と,ぼ くが3番 目に生 ま

れ ました。 ぼ くは,鹿 児 島 県 にい た こ

ろ,1歳 の時,寒 い冬 の 日に,1週 間

も,高 熱が40度 もあ っ て,お 父 さん も

お母 さん も,ぼ くを抱 か れ て,雪 が積

もって い る中は,車 が動 けない まま,

あ ち こちの お医者 さん を探 し回 って い

た。 や っ と,宮 崎 県 の都 城市 内 に あ る

国立病 院 で ぼ くは,1カ 月 間 も,箱 の

中 に入 れ て,毎 日,注 射 を しなが ら,

国立病 院 で入 院 して い ま した。 ぼ くま

で もう死 んで し まう と ころだっ たので,

お父 さん も,お 母 さん も,ぼ くのた め

に,一 生 懸命,苦 労 して,大 変 だ った。

しか し,お 医者 さん に脳 性 小児 まひ

(脳性 まひ)と 判 断 されて,自 分 の足 が

動 け なか った り,体 中が 障害 を起 こ し

て しまい,お 父 さん もお母 さん も シ ョ

ッ クで した。3歳 の時 か ら,鹿 児 島市

内 に あ る｢や まび こ整肢 学 園｣に 入 園

し ま した。｢や ま び こ整 肢 学 園｣の み

んな か ら,ぼ くをか わい が られ てい た

こと もあ りま した。 ぼ くは,3歳 の 時

か ら,自 分 の足が,歩 けな い,立 たな

いた め に,両 足 に,ま っす ぐ立 て るた

めの装 具 を付 けた り,手 す りを持 って,

歩 いて いた り,手 す りを持 たず に歩 い

て いた りして,一 生 懸命,訓 練 しま し

た。 言葉 も,自 分 の口 で,し ゃべれ る

よ うに,一 生 懸命,訓 練 し ました。 や

っ と,7歳 の時 に,歩 け る よ うにな り,

少 しず つ,走 る こ ともで き ま した。 ま

た,言 葉 も,少 しずつ,話 せ る よ うに

な りま した。 ぼ くは,自 分 の力 で歩 け

て,自 分 の力 で話 せ るよ うにな りまし

た。訓 練 の先生 も,学 校 の先生 も,お

父 さん も,お 母 さん も,み んな,大 喜

びだ っ た。大 運動 会 で,ぼ くは,よ く

走 って,1等 賞 を3回 も取 った こ とも

覚 えて い ます。

間 もな く,ぼ くが7歳 の時 に,お 父

さん も,お 母 さん も,離 婚 して しまい,

ぼ くは とて も悲 しみ ま した。 ぼ くは,

この ことは,何 も知 りませ んで した 。

親 子3人 で,一 緒 に暮 ら したか った の

に,と て も残念 です 。 しば ら くた って

か ら,お 母 さん が,ぼ くの た めに,い

つ も,｢や まび こ整 肢 学 園｣に よ く面

会 に来 て くれ た。面 会 に,漫 画 の本 や

お もち ゃ,お 弁 当 まで作 って,わ ざわ

ざ持 って来 て くれ た り,大 運動 会 まで,

応 援 に来 て くれ た最 愛 の お母 さ んだ っ

た。 ぼ くが,小 学校 の時 に,お 父 さん

だ けが,大 阪 の堺 に,仕 事 のた めに行

って い ま した。 小学4年 生 か ら中学3

年生 の間 に,夏 休 みや 春休 み を利用 し

て,お 父 さん の所 へ遊 び に よ く行 き ま

した。 大阪 城 や浜寺 公 園 の プー ル に泳

ぐに連 れ て行 っ た り,甲 子 園 に高 校野

球 を見 に行 った り,奈 良 や和 歌 山 まで

誘 っ て くれ たお 父 さん だ った。 ぼ くは,

この ころ,体 が小 さか った ので,よ く

転 ぶ ので,お 父 さんが,ぼ くをお んぶ

しなが ら,い ろん な所 へ,遊 び に連 れ

て行 きなが ら,よ く汗 をか い てい まし'

た。 お父 さんが,一 生懸 命,汗 をか い

てい た時 に,ぼ くが お んぶ して いる間

に,タ オル で,お 父 さん の汗 をふ い て

あ げ ま した。で も,紅 父 さん に,ぼ くを

お んぶ され て,と て も恥 ずか しか っ た。

そ して,15歳 の時 に,ぼ くは,鹿 児

島 か ら大 阪 の堺 に移 りま し た。｢や ま

び こ整肢 学 園｣を 退 園 し,堺 市 内の堺

養護 学校 中等部 へ転 校 し ました。15歳

の こ ろか ら,自 分 の耳 も,だ ん だん 聞

こ えな くな って,難 聴 障 害 にな って し

まい ました。 今 で も,補 聴 器 を使 って,

黎 徒の道/1992年II月 号
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学 び続ける喜び

戦中･戦 後の混乱期を経て

高崎ステーキ部高崎東ワード部 黒澤さき江

ぼ ち ゃ ん,元 気 か い 。 お ば ち｢お
やん の顔 見 に来 た よ。｣毎 朝

何人 か のお客 さんが,通 勤途 上 に こう

言 い なが ら私 の経営 す る薬店 に立 ち寄

られ ます。17年 前 に夫 に先立 たれ,日

曜 以外 は朝7時 か ら夜9時 半 まで店 に

立 つ私 は,以 前 の よう に教会 の奉仕 活

動 に直 接携 わ れ る こ とはほ とん どあ り

ませ ん。 せ めて,店 を訪 れた お客 さん

の役 に立 ちた い。 こんな願 い を込 めて

｢私 の元 気 を半 分 あ げ ます よ｣と 答 え

て お客 さん に喜 んで も らうのが,今 の

私 に とって一 番 の楽 しみです 。

第 一次 世界 大戦 終 結 の約半 年前,私

は静 岡 県で生 まれ ま した。幼 い ころ私

はキ リス ト教 の教 会 に通 った り,姉 も

別 の キ リス ト教会 に加入 した りして,

少 しで はあ りましたが,イ エ ス･キ リ

ス トの教 え に親 しむ機会 があ りま した。

昭 和10年,世 は大恐 慌 の あお りを受 け

て不況 が続 い てお り,私 は女学 校 は卒

業 した ものの,両 親 にか か る負担 を考

える と,と て も進 学 した い とは言 い 出

せ ず,や む な く家 に とどま って タイ プ

や珠 算 な どの習 い事 を して い ました。

一 方で は
,別 のキ リス ト教会 に少 しの

間通 ってみ た りも しま した。 けれ ども

数学 が好 きだ った私 は,勉 学へ の夢 が

捨 て られず,上 京 して働 きな が らあ る

女 子大 学 の薬 学部 に通 い始 め ま した。

上 京 して間 もな く出会 って結 婚 した夫

は別 の大学 で薬 学 を教 えて い ま したが,

兵 役免 除 にな り,日 本軍 か ら薬 剤 関係

の仕事 の依頼 を受 けて,研 究 に携 わ っ

て いた よ うで した。

昭和19年,第 二 次世 界 大戦 の さなか,

私 たち}ホ沸 州 に渡 りま した。 軍 の機密

事項 な のか,家 族 に も詳 しい こ とは一

切知 ら され ず,私 は在 学 中,前 の年 に

生 まれ た長女 を伴 って夫 と共 に満州 に
ハ ル ビ ン

行 きま した。恰爾 浜 か ら馬車 で1日 ほ

ど走 った所 です 。夫 は ここで最初 薬 草

の栽培 に当 たって いた ようで した。

翌昭和20年8月14日,夫 に召 集令 状

が 来 て15日 に応 集 しま した。 そ の 日,

日本 は無条 件 降伏 を し,終 戦 を迎 えま

した。 私 た ち はす ぐさ ま恰 爾浜 に向 か

い,日 本人 の経営 す る病 院 に住 み込 み,

救 済事 業 に参 加 しま した。 この病 院 で

は,人 種 の 区別 な く,貧 しい人 に は無

料 で 医療 を施 し ました。 私 たち家 族3

人 は,多 少 広 くはあ って もひ と間 の部

屋 に寝泊 ま りし,わ ず か な食 費 の支 給

を受 けて,満 州北 部 か ら恰爾 浜 に避 難

して きた 日本 人 の世 話 に 当た りま した。

戦争 に破 れ て住 む所 を追わ れ,生 命 さ

え も危 うい中 で,身 の回 りの 品 をわず

か ばか り持 って咤禰 浜 まで避難 して来

た ものの状 況 が困難 な こ とに変 わ りは

な く,私 た ち家 族 の住 ん で いた部 屋 に

見 も知 らぬふ た家族 と共 に生活 した 時

期 もあ りました。 や がて私 たち は その

部 屋 も明 け渡 し,病 院 の研 究 室 に寝 泊

ま りす る よう にな りました。

けれ ども こう して 雨露 を しの ぐ場 所

が あ る人 はま だい い方で した。残 りの

人 は結局 路上 に住 む しか な く,病 人 は

続 出 しま した。冬 にな る と気温 は零 下

30度 ぐらい まで 下が り,家 の ない人 々

は道 端 で次 々 に凍死 して い きま した。

凍 りつ い た大地 には,埋 葬 す る こ と も

ま まな らず,想 像 もつ か ない ほ どた く

さん の人 が 死 んで い きま した。

病院 で の救済 事業 は約半 年続 き ま し

た。病 院 はや が て国民 党(蒋 介 石軍)に,

後 には八路 軍(毛 沢 東軍)に 接収 され て

い き,救 済事 業 も自由 に はで きな くな

りま した。

この年,私 には終戦 直 前 に双 子 の男

の子 が生 まれ ま した。 しか し母子 共 に

栄養 失調 の た めに,生 まれ た ばか りの

赤 ん坊 は10月,11月 と続 けざ まに亡 く

な って しまい ま した。

終 戦後 約1年 を経 過 した昭和21年9

月,日 本 人 の 引 き揚 げが始 ま りま した。

ところが私 た ち は,夫 が八路 軍 に強 制

自営の薬店で働く黒澤さき江姉妹

抑留 にな った た め,引 き揚 げる ことが

で きませ んで した。 中国 で は終 戦 後 も

内戦 が 続 き,製 薬 の技 術 の ない八 路軍

は,夫 に従 軍 して前線 の病 院 で薬 を作

る よ う命 じたの です。 私 た ち家族 は,
チ ヤ ム ス カイナントウ

北 は佳 木斯 か ら南 は海 南 島 まで数 え切

れ な い ほ ど移 動 を繰 り返 しま した。抑

留 中 は勝手 に動 くこ と もで きず,住 ま

い を与 え られ て そ こに とど まって い る

しか あ りませ ん で した。 あ る場所 で は

木 の扉 の付 いた泥 の家 に住 み,冬 の朝

に な る と土 間 に は家 の 中で も,た きも

の用 の草 に霧 氷 が付 い て い ました。食

事 は1年 中真 っ赤 な コー リャンで,い

い時 で もア ワ飯,お か ず は白菜 の水 煮,

い い時 に はそれ に もや しが 入 りま した。

コー リャ ンは皮 が 固 く,お な か を こわ

す こ ともたび たび で した。

そ んな状 態が 昭和26年 まで続 き,さ
ケイコウザン

らに1年,鶏 公 山 とい う所 に抑 留 に な

りました。 この ころは昭和26年 末 に始

まっ た三反 運動 が 激 し く,精 神 的 には

一 番苦 痛 な時代 で した
。三 反対 運 動 と

は,政 府機 関,軍 隊,学 校,国 営 企業

で進 め られ た汚職,浪 費,官 僚 主義 に

反 対 す る闘争 を指 し,私 た ち は紙1枚

捨 て るこ とはで きませ んで した。人 々

に は週1回 集 め られ て思 想教 育 が施 さ

聖徒の道/1992年 目 月号
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とつ理 由が あ りま した。 私は 昭和30年

代 に薬 物 に関 す る資格 をふ たつ取 得 し

て い ましたが,そ れ でも薬 に関 す る知

識 は夫に 頼 りっぱ な しで,昭 和50年 に

夫 が亡 くな って か らは 自分 が 知識 を増

す必 要性 を痛切 に感 じて い たの です 。

そ こで高 校 の通信 教育 を開始 す る こと

に しま した。 この学校 で は学 年 に こだ

わ らず卒 業 まで に必 要 な単位 を取 得 す

れ ば よ く,薬 店 の経 営 で勉 強 に十分 な

時 間 をか け られ な い私で も,自 分 のペ

ー スで勉 強 を進 め る こ とが で き ま した
。

一 番大 変 だ った の はス クー リング と

試験 で した。 薬 店 の棚卸 しをす る年 度

末 と学 年末試 験 は時期 が 重 な り,ス ク.

｢リ ング に出席 で きず,一 日に砂 くつ

も受験 した こ とさえ あ りま した。教 会

の責 任 と重 な った時 には,責 任 を優 先

す る と学校 の登 校 日に出席 で きない こ

ともあ りまレた。店 の経営 の片 手 間 に

す るのです か ら,勉 強 す る時間 も思 う

ように は取 れ ず,レ ポー トが提 出 で き

ない時 もあ りま した。

だが苦労 は して も,勉 強 を した だ け

の価 値 はあ りま･した。 ま ず,先 生 が講

義の倉間に話して･く､れる様々な話や,｢
科学や物蓮の授業に.ホりゴ天鞄創造な

どゼ高し･次元で福音牽翠解できう
.よう

になりまレた･ま 灯 文学を学ぶζと

によ り,聖 典 の解 釈 の仕方 が 変わ って｢

き 零 した。表 現 の美 し さや,:乖 とえ 話`

惚 い て も深 くわ か る:よう嘩 り.･解

釈する角度 も変わってきまレたσ世 間

･的にも璋 φ中 が広 く
.見える.タうにな り, .

珊 軽 ρ が 楽 に な り部 た･..一､

､1鯖局今 年3月 に73歳 で 卒業 す る.まで,
･細 除 鞍 朝:硬 してレま嫉 したニ

テしで嘩 麟 ゆ目標に向かうて･勉
強 を℃ て い まサ6:朝 起 ぎて夜11時 に床 .

に就 ぐまで,∵忙 しい隼活 の合 間 を縫 っ

て,､ラ ジオで英 語 や数学 を学 ん でい･まゴ

す 』 これ か ら も遼 生涯学 び続 けた スペ

ンサー･W･キ ンボ ール大 管長 の妻,

ガ ミラ･キ ンボー ル姉 妹 の よ ケに勉 学

を続 け,健 康 な限 り奉 仕 を したい と思

っで い ます。 主 は偉 大 な る科学 者 で あ

り,芸 術 家 で あ り文 学者 であ り,お そ

れ多 い救 い主で あ るこ とを証 い た しま

す 。(く ろ さわワ･さ きえ 初 等 協 会 教

師)

/

2度 辞退 しだ

盛岡地方部一関支部

89年3月 末,一私は岩手県の片田

19舎,遠 寄駅に立っていました.

前 年名 古屋 の大 学 を卒 業 し,1年 間遠

野 市 内で 中学 の臨 時講 師 を勤 め,14月

か ら正 式採 用 が決 ま･って い ま したが,1

それ よ り も伝道 の道 を選 び ま･した。 そ

して多 くめ生徒 たち に見送 られ て岩手

を後 に しま した。､

私 は高校 生 の時 に改 宗 し,そ の ころ』

か ら伝 道 に出た い と思 う よ うにな りま･

した。 当初 の予定 で は大学 在学 中に伝

道 に出 るはず で した が,卒 業 時 に も伝

道 に 出 られ る見 通 しは まっ た く立 ち ま

せ ん で した。教 員 志望 の私 は,大 学卒

業 後,伝 道 が駄 目な場 合 は教 員 に な る

ことを考 え てい ました。r

大学4年 の夏 に は,あ ち こち の教 員

採 用試 験 を受験 しま した。 しか し,こ

とご と く不 合格 で,わ ず か千 葉 県 の試

験 で補 欠 合格 にな った のみ で した。 そ

んな 時,岩 手 県 の教育 事務 所 か ら連 絡

が あ り,｢中 学 校 の臨 時 講 師 を して ほ

しい｣と の こ とで した。 この ま ま家 に

い たの で は伝 道 に出 られ ないか もしれ 』

な い。 それ に どうせ 伝道 に出 るの だか

らその 間 ど こにいて も同 じだ,な ど と

い うまった く安 易 な考え で 岩手 に行 き

ま した。 ところが,そ こで は,学 級 担

任 とい う想像 もしなか っ た重 い責任 が

待 って い ま した。

岩 手 に行 く とす ぐに千 葉 県 の教育 委

員会 か ら,正 式 な教 員 として採 用 した

い,と い う連 絡 を受 け ましたd学 級 担

任 を して い るめで動 け ませ んヅ とい う

表 向 きの理 由で断 わ りま したが,本 音

は正 式 採用 にな る と伝道 に出 られ な く

な る,と い う心 配 か ら断 わ って たので

す6こ の件 に よって,伺 僚 の先 生 方,

生徒 た ち に は,｢岩 手 県 に残 っ て くれ

た｣｢そ ん な に岩 手 が 好 き な のか｣と

少 し違 う信 頼 を得,そ の結 果1そ の年

の夏,岩 手 県 の教 員採 用試 験 を受 け て

しまい ま した。受験 した理 由 は,皆 の

期待 を裏切 れ なか っ たた めで す。勉 強

しで いな い ので必 ず落 ち るであ ろう,』･

とい うのが 私 の予想 で した。 しか し,

…胃 野
･山崎弘責ヨ

1次,2次 と試験 に合格 し,'4月 か ら

正 式 な教 員 と して の採用 が 決定 して し

まい ま した。 同僚 の先生 方 は大 喜 びで

合 格 祝 い を して くれ,生 徒 た ち も喜 ん

で くれ ました。 皆 の気持 ち は うれ しか

っ たの です が,そ れだ けに心苦 し くも

あ りま した。 〆

･この まま正 式 採 用 にな れ ば
,･伝 道 に

出 られ な い。､しか し1合 格 を喜 んで く

れ た先生 方,生 徒 た ち に も今 さ ら合格

を辞 退 し まず 輩働言 えず,散 々悩 み続

け ました。1力 息筆 悩 み続 けた挙 げ句,

校 長 先生 にすべ て 自分 め気i持ち を伝 え

る こ とにし ま した。 結局,'伝 道 の道 を

選 び ま し た。｢な ぜ 先 生 を辞 め る ん

だ。｣｢1度 辞退 した ら岩手 はお ろか ど

この県 で も絶 対 教 師 にな れ な い そ。｣

｢一 隼後 悔 す るぞ
。｣同 僚 の先 生 方 は私

の こ とを心配 す る気持 ち を込 めて,善

意 で 引 き止 めて くれ ま した。 確 か に教

師 とい う職 業 はす ば ら し く,そ れ は1

年 間 の体験 を通 して感 じた こ とで もあ

ります。 も し教 師 に戻 れ な か った ら一

生 後悔 す るか も しれ な い。 しか し,伝

道 に出 ら.れなか っ た ら永 遠 に後悔 す る

だ ろ う。今,何 が あって も,ど ん な に

反対 され て も,伝 道 に 出 るべ きだ。 こ

.う感 じたの です。 岩 手県 の採 用 試験 を
ご

受 験 してい な けれ ば,と も考 え ま した

が,今 とな つ て は後 の祭 りで す。残 る

道 は,誠 意 を示 し,謝 る こ としか ない

ように思 え･ました。校 長 先生 を は じめ,

教 育事 務所 の先生 方,合 格 を喜 ん で く

れ た先 生 方,生 徒 たち に は,.私 が伝 道

に 出 る と言 って も思 い が 通 じず,｢教

師 が嫌 にな って辞 吟 るので はない。2 .

年 たっ た ら また教 師 に戻 るか ら∫ と約

束 して岩 手 を後 に しま した。

2年 間の伝 道 を終 える と,私 塾 を経

営 す る三 重 県 の会 員 の元 で働 き始 め ま

した。犀 間1ま教 員採 用試 験 の勉 強,夜`

は塾 の講 師,と い う好条 件 の下 で,採

用試 験 の準 備 を し ました。 しか し問題

は多 くあ りました。 第1に ジ5月 に伝

道 を終 え,･7月 の採 用 試験 に臨む には

準備 す る期 間 が短 かす ぎる こ と,第2

聖徒 の道/1992年II月 号
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